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石 の枢 のふたの端に彫 られていたこの3つ の絵文字は,王 の生 まれた年代(紀 元603年),そ し

て,パ カルの統治が紀元615年 か ら683年 まで,68年 も の長きにわたっていたことなどを記録 し

ている。こうした絵文字の解読が進んだ結果,マ ヤの碑文は,純 粋 に表意文字が用いられてい

て,表 音文字ではない とする古い考え方が,は っき りと間違っていた ことがわか ってきた。

も,宗 教的な意味合 いを持つ ものであり,

皆,文 字が必要 なものばか りであった。

例 をあげてみよう。 マイケル ・コウの

主張 によれば,マ ヤの墳墓 から壮大な埋

葬用のつぼが出土したが,そ こに描かれ

ている情景の出典 は,「死者,あ るいは死
た む

を迎 える人々に対 して手向けられたと思

われる長大 な鎮魂歌であって……その究

極的な主題 は,マ ヤの王国の君主たちの

死 と復活なのである。」実際,「 古代 マヤ

にも,古 代 エジプ ト人の死者の書 と同じ

ような死者の書が現実 に存在 したという

可能性 も,否 定しきれないのである。」(注

18)事 実,「 古代マヤ には,そ うした書が

数多くあったはずである」とコウは言っ

ている。高地グアテマラのキチェ ・マヤ

族の神聖 な書物 に 「ポポル ・ヴフ」 とい

うものがあるが,こ れは,そ うした種類

の書物のひとつを後代に書 き直 したもの

で,象 形文字の原典 から音訳 したもので

ある可能性が きわめて高い。(注19)大 部

分 のマヤ諸族 は,「 ポポル ・ヴフ」に神話

的要素 が含まれていることを承知 してい

た し,ま た,そ うした書物 を通 じて,死

や復活,創 造 といった概念が伝 えられる

ことも理解 していた。 しか し,こ のマヤ

語版 の死者の書である 「ポポル ・ヴフ」

が,唯 一最 も保存状態のよいものであっ

た。ほかのメソアメ リカの文化 にも;類

似の信仰や慣習があって,「メソアメ リカ

には,た だひとつの統一された思想体系

が存在 し…… これ をまとめて,メ ソアメ

リカの宗教 と呼んでよいだろう」(注20)

と コウは主張 している。

完全な意味でその宗教 とのかかわ りが

許 されていたのは,お もに神 官階級であ

った。神官 たちだけに,そ うした宗教の

全容 を知るために必要 とされ る複雑な言

語 を習得する機会が与えられたのである。

その結果,「 マヤ文字は,神 官語 といった

ものの中に埋 め込 まれているように思え
いん ゆ

るのである。」そして,「 隠喩 の豊 かさ,

言 い換えや名前を隠す技術」 に関 しては,

きわめて骨の折れる学習を通 じて習得 し

なければならなかった。(注21)こ の文字

体系 を知 っているということが,「取 りも

直 さず,指 導者の地位 を継承 する権利 を

獲得 するための必要条件 であった。」神官

というのは支配者だったからであ り,ま

た支配者 というのは,同 時に神官で もあ

ったからである。(注22)

書体 の複雑 さは,象 形文字の体系の習

得が困難であることの理由のひとつとな

っていた。 もちろん50年 前には,マ ヤの

文書の書体 について理解で きる人ばほ と

ん どいなか った。 しか し,1950年 までに

は,J・ エ リック ・トンプソンが次のよう

に言える状況にまでなったのである。

「植民地時代のマヤの写本
,お よび私

の確信 に従 えば,象 形文字の原典そのも

のと,詩 篇の詩句,お よびヨブの詩との

間 には,き わめて類似 した点 が見 られ

る。」

トンプソンは,次 の点 に注目した。そ

れは,両 者 とも 「詩が交互 に繰 り返 され
こうしよう

る形式(交 論 形)を とってお り,そ の形

式では,詩 の2行 目が1行 目の変形 に呼

応するか,そ れが繰 り返 されるか してい

る」という点である。(哀 歌3:3と エ レ

ミヤ51:38〔 特 に英文〕にその例が見 ら

れる)同 じ形式が,16世 紀 のユカタン語

の文書にも,チ ュマエルやチジ ミンの「チ

ラム ・バラムの書」 にも現われる。 また,

1907年 に ラコンドン ・マヤのインディア
き とう

ンが記録 した祈濤書 にも同じ形式が見 ら

れる。 この言語 について,エ リック卿は

次のように言っている。「詩の韻律,詩 格

が 自由に使われていること,そ して,ど

の行 にも交諦形 の特徴が見 られることな

どに注 目するとよい。」 「単語の音で遊ぶ
おういん

……高度な無韻詩の技法には,押 韻 では

なく,し ゃれ に近 いものが使 わ れてい

る。」(注23)

チ ュー レー ン大学 のマ ンロ ・エ ドモン

ソンは,さ らに次のように強調 している。

「『ポポル・ヴフ』は
,韻 文であって,い

かなる意味で も散文 として理解 すること

はできない。完全 に並行形 の……2行 連

句で構成されているのである。」この形式

をとっているため,そ してまた,マ ヤの

諸言語の語根の持つ性格のため,文 書の

中か ら明確 な意味 を導 き出す作業が著 し

く困難 になっている。 こうして 「1個 の

単音節の語根か ら,12か,そ れ以上のま

った く異なった意味 が導 き出されること

すらたびたびある。」(注24)さ らにまた,

エ ドモンソンは,詩 篇 に使 われているよ

うな並行法も使用 されていると指摘 して

いる。つ まり,鍵 になる謁 を共通 に持つ
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9:34)状 態 が起 きたとして も,驚 くに

は及ばない。 また,ア ルマの時代 に 「ニ

ーファイの言葉」が 「すべての レーマン

人に教 え」 られるようになったとき,絵

文字の体系 もまた別の方向に変 わってい

たことであろう。文字や絵文字を教えら

れたことにより,レ ーマン人たちは話 し

言葉 にあった地域差を越えて交流 をはか

り,「商売 をする」ようになった。(モ ー

サヤ24:4,7)こ の 当時,商 人たちは

どこへ行 っても 「混成外国語」のような

ものを書 くことによって,商 売をするこ

とがで きたのである。それ以外の理由で

は,「 ニーファイの言語」を学 ぶことがな

ぜそれほどまでに商業活動を刺激し,繁

栄を もたらしたのか説明の しようがない。

マヤの絵文字は,ち ょうど今述べたよう

な方法で利用されたのである。つま り,

マヤ語系の言語が20か それ以上 も使われ

ていた中で,一 般的に絵文字を書けば,

どこへ行って も理解 して もらえたという

ことである。

モルモン経の時代に,数 多くの記録が

あったことはたびたび書かれている。(た

とえば,ヒ ラマ ン3:15;IIIニ ーフ ァイ

5:9)当 然 のことなが ら,そ うした記

録 の大部分 は,安 価で便利 な材料である

紙に書かれたことであろう。アモナイハ

で神を信 じた人々が火の中に投 げ入れ ら

れたとき,一 緒に焼かれた聖文(ア ルマ

14:8参 照)と いうのが紙製の ものであ

ったことは,ほ とん ど確実 である。メソ

アメ リカの記録 は,大 部分 が樹皮の紙の

上に書かれ,折 りたたんで本の形 にされ

た。(注30)マ ヤの地域 では,こ うした写

本の中で確実にコロンブス以前のものと

言 えるものはたった3冊 しか現存 してい

ない。(注31)絵 文 字は,「 各ペー ジ」の

縦の欄 に書かれていた。 マヤの碑文 には,

その縦枠がふたつあ り,隣 合った文字を

組み合わせて読 んで,一 組ずつ上か ら下

へと進んでいくようになっていた。キ リ

ス トの時代頃 より以前 は,こ の縦の枠が

12

＼

上:オ ルメク時代のこの円筒形の石印は,1948年 にメキシコ ・シティーの

近 くで発見されたものてある。これは,メ ソアメ リカから発見された文字

の中でも,最 も古く,し か し最も進んだ文字である可能性がある。ここで

使 われている記号の中には,ア ン トン写本の文字 と類似 しているものも見

られるが,さ'ら に,旧 世界の文献 の中に見いだされるものもある。

下:メ キ シコ,中 央チアパスのチアパ ・デ ・コルツオか ら発掘されたオル

メクの円筒形石印。権威者のひとりであるウィリアム ・F・ アルプライ ト

教授は,こ の印章を鑑定 して,「明らかにエジプ トの象形文字 と確認できる

ものがいくつかある」 と語った。

0

●一
ひ とつしかない形のものが使 われていた。

ここで 「アン トン写本」に注 目してみ

よう。これは,モ ルモ ン経の金版からジ

ョセブ ・スミスがその文字を写 し取 った

もので,1980年 に なって初 めて 日の目を

見た写本である。 ここには,縦 枠が ひと

つしかなく,モ ルモン経が書かれた当時

の 「ニーファイの言語」の時代,す なわ

ち,古 い,キ リス ト以前の時代の慣習と

一致 している
。(注32)1828年 に,ジ ョセ

フ ・ス ミスが書 いた写 しをマーテン ・ハ

リスに見せ られたチャール ス ・アン トン

教授が当時手にしていたほんのわずかの

情報 に基づいて,自 分 の目にしたものを

「メキシコの暦」 と比較 したとて
,別 段

驚 くには及 ばないのである。(注33)

記録 の利用のほかの面について,特 に

文字 その ものや,記 録 をした人々 といっ

.たことについて,も っと多く書 くことも

できよう。 しかし今考えてみ ると,こ こ

(
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会員宣教師になる
リンゼ イ・R・カー ティス

は2度 ほど友人に福音を紹介し「私
ようとしたのですが,断 わられ

てしまいました。」「彼 らから,教 会 のこ

とに興味 もなく,知 りたくもないと言わ

れたときは,ど うしたらよいかわか りま

せんでした。」16歳のマ リはこう話 してい

ます。

マ リは,頭 のいい魅力的な高校生です。
けいけん

敬慶 な伝道精神 を持 った家庭で育 ってお

り,セ ミナリーにも出席 しています。私

には,予 言者 の勧告 に従 いたいという彼

女の気持 ちがとてもよくわか りますが,

か えってそうすることで彼女 は親 しい友

人たちを遠 ざけて しまって いるようです。

伝道が成功 した場合の報 いがどんなに

大きなものか,疑 う余地はありません。

ではその反対に思わ しくない結果を招か

ないためにはどうすればよいで しょうか。

100パ ー セントの成功 は期待 できないに

しても,も っと良い方法があるはずです。

ロビンが海軍 に入 ったのは,ち ょうど

19歳 の ときでした。間もなく彼女 は合衆

国の東海岸に任務 を命ぜ られました。ル

ームメー トは末 日聖徒 で
,ふ たりはたち

まち意気投合 しました。

「私はルームメー トの生 き方や彼女の

持 っている高い理想,標 準 に感心 しまし

た。私が こうあ りたい,こ うしたいと思

っていた ものを彼女 はすべて持 ち合 わせ

ていました。私 は彼女や彼女 と同じ標準

を持 った人々の仲間にな りたいと思いま

した。彼女 たちの仲 間の活動 になん とか

誘ってほしいと思 っていたのです。でも

とうとうその機会 を与えてもらえません

で した。」

数 カ月後,ロ ビンは西海岸の海軍基地

に転任することになりました。その転任

先でのルームメー トがまたまた末 日聖徒

だったのです。その最初の晩,ふ たりは

いろいろな話 をし,こ の教会 の人々はほ

かの人に比べ大変に忙 しいという結論に

達 しました。 しかし前と違ったことは,

ロ ビンがすぐにルームメー トの誘いを受

けて仲間 に入 り,い ろいろな活動 に参加

するようになったことです。

それか ら数週間 して,ロ ビンは宣教師

のレッスンを受 け,バ プテスマを受 けま

した。彼女 はその地域の最 もすばらしい

会員宣教 師とな り,同 僚 たちを教会 の活

動 に誘 い,彼 らに教会 を知 るきっかけを

与 え続 けてきました。 そして軍の任務が

解 かれるとすぐに,ロ ビンは専任宣教師

に召され ました。

もうひとつ,私 たちの伝道部 で伝道中

のある長老の例を紹介 しましょう。彼 は

次 のような改宗談 をしてくれました。

「高校1年 の とき
,と て も仲間意識の

強いグループがあるのに気づきました。

彼 らはほかの生徒 とは違 っていました。

悪 い言葉 は使 わないし,標 準 も高 く,外

見 も違っていました。麻薬などはもちろ

ん,タ バコも吸わなければお酒 も飲 まな

いのです。私 はすっか り感心 し,彼 らと

友達 にな りたいと思 いました。

彼 らはよくパーティーやダ ンス,そ の

ほかいろいろな杜交活動 に参加 して,楽

しんでいるようで した。彼 らが末 日聖徒

イエス ・キリス ト教会に行 っているとい

うことをだれかか ら聞いたのですが,別

に気 にも留めませんで した。私はただ彼

らの仲間に入 りたかったのです。私 は彼

らの活動 に誘 ってほしいという気持 ちを

それとなく知 らせていたのですが,ど う

しても気づいてもらえませんでした。そ

こで高校3年 のとき,私 は勇気を奮い起

こし,教 会員 でな くて も彼 らの活動 に参

加 できるのかどうかを率直に聞いてみた

のです。

それから数週間後,私 はバプテスマを

受 け教会 に入 りました。 そして約1年 半

たった今,こ の教会の宣教師として伝道

しています。伝道 に出てみて,求 道者を

見つけて改宗 へと導 くことがどんなに大

変 かを考 えると,高 校時代の仲間たちが

私 を活動 に誘 うことが どうしてそんなに

むずか しいことだったのか不思議 に思え

て きます。」

私 は監督 として,自 分 のワー ド部 の若

者たちと面接 をするときに,必 ずこう尋

ねます。「教会員でない人 ともつき合って

いますか。」

スーザンの返事 はこうで した。「私はビ

ルとつき合 っています。お互いによく知

っているし,と てもいい友達です。」

「では彼 をワー ド部 のパーティーに誘

えますか。」

こうした質問をして間もなく,ス ーザ

ンはビルを教会のパーティーに連れてき

ました。 そして ワー ド部の宣教 師たちが

そのあとを引き継 いだのです。その後伝

道 に出たビルは,現 在 テキサス州 ヒュー

ス トンで副監督 をしています。 ビルやス

ーザンが経験 したようなことは
,教 会 の

あちこちで起 こっていることです。

これ らの例 を参考 に,皆 さんには何 か

良い案が浮かんだ'でしょうか。皆さんの

友人の中に,皆 さんの仲間になりたがっ

ている人,ダ ンスやピクニックに参加 し

たがっている人 はいないで しょうか。皆

さんと一緒 に楽 しい時間を過 ごしたいと

思っている人はいないでしょうか。 その

ような人々 にイエス ・キ リス トの福音を

紹介することは,そ んなにむずか しいこ

とではないと思 います。そして宣教師に

頼 んで,彼 らにレッスンをしてもらうこ

ともできます。

私 は,妻 とふたりで十代の娘や息子た

ちにあるチャレンジをしたことがあ りま

す。 もちろん子供たちはそのチャレンジ

を受 け入れてくれました。それ は,教 会

に来て くれ そうな人を見つけることがで

きるよう,熱 心 に祈 るというものでした。

いつまでというように期限 は決めず,と

う にかく祈 ・・勅 ・みたまが伽 ・語・
かけるのを待つよう,そ して一緒に教会

の活動に参加 して くれそうな人,宣 教師

のメ ッセージに耳を傾けてくれそうな人

が見つかるのを待 つようチャレンジした

のです。

そ して,私 たちは彼 らにそのような人

がいた場合 は,あ たかも主が指 でさし示

して くださるようにはっきりと知ること

14
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「自身の家を整うべ し」

第一副管長

マリオン・G・ロムニー

ロムニー副管長によるこの説教は以前

になされたものですが,個 人や家族の

学習のため再び掲載します。

「子 をその行 くべ き道 に従 って教 え
よ,そ うすれば年老 いても,そ

れを離 れることがない。」(箴 言22:6)

この勧告.は,今 の世の中を悩 ましている
ぽうとく

物質主義や宗教の冒漬,道 徳の退廃,成

人および青少年の非行,増 加 する犯罪,

神 の律法や人間の尊厳 を軽視 する風潮 に

対する最良の特効薬が子供の訓育 である

ことを確信 させて くれ ます。

現代の醜い面 を強調 して皆 さんを脅か

すのは決 して私の 目的ではあ りません。

私が皆 さんの注意 を喚起 する目的は,そ

れらの悪影響を家庭で,あ るいは私 たち

自身の生活で食い止めなければ,両 親や

子供たち,そ れに霊的 に矛盾するこの世

の思想 や人々の生活態度,現 代 の慣習 に

屈 して しまうすべての人々の人生 に,大

きな嘆 きや悲 しみを及ぼすことになるか

らです。

教会 は両親が子供を訓練 する助 けをす

ることがで きますし,や ろうとしていま

す。 しか.しできるのは助けることだけで

す。教会 は両親の最 も大切 な責任 を代 わ

って行なうことはしません し,で きませ

ん。主 によれば,そ の責任 とは 「その子

供8才 の時,悔 改め,.生 け る神の子 キリ

ス トの信仰,バ プテスマと按手 による聖

霊の賜 などの教義を教 えて理解せ しめ」

ることです。(教 義 と聖約68:25)

予 言 者ジ ョセブ ・ス ミスにこの指示 を

お授けになってから1年 半後,主 はひと

つのことをつけ加え られました。すべて

の子供は幼児の有 り様では神の前に罪 は
きた

ないが,そ の後 「か.の悪魔来 りて(人 に

不従順 を説 き).… …光明 と真理 を取 り去

りぬ。
なんじ

されど,わ れは汝 らの小児たちを光明

と真理 の中 に導 き来 れ と汝 らに命 じた

り」とあ ります。(教義 と聖約93:39-40)

それ から主 は指導者 の兄弟たちと語 ら

れ,ま ずフレデリック・G・ウイ リヤムス

に告げてお られ ます。「汝 はいまだにわが
いましめ

誠命に従いて汝の子供たちに光明と真理
お

を教 え居 らず,さ ればかの悪魔 はいまだ

に汝 を支配 し居れ り,こ れ汝の苦 しみを
ゆ え ん

受 くる所以な り。」

私たちの抱 えている苦悩 や少年非行 の

問題 などは,子 供 たちが光 明と真理 を教

えられていないことに起因 しているので

はないでしょうか。

主 はこの件 に関 してウイリヤムス兄弟

に断固 とした調子でこう続けてお られま

す。「われ今汝に一つの誠命を与 う。すな

わち,汝 もし救われんと欲せば自身の家

を整 うべ し。」(教 義 と聖約93:43)

それか ら主は シドニー ・リグ ドンに,
つ

「その子供 たちに就 きいまだにわが誠命

を守」っていないと告 げ,守 るように戒

黛

謹
糞
響
し

亭

.節

.石

誰

●

められました。主 はさらにニューエル ・

K・ホイッ トニーに対 し,子 供の不品行の

ゆえに 「その家族 を整うべきものなり。

その家族の者共を して,家 に在 りて必ず

今一層勤勉に事 にかかわらしめ」るよう

にと叱責 されま した。(教 義 と聖約93:

50)

予 言 者ジ ョセブ ・ス ミスも子供 を正 し

く訓練 していないことを叱責 されました。

「汝の家族共 は必ず悔 い改めて,或 る事

を捨て……ざるべからず。」(教 義 と聖約

93:48)

この ように初期 の兄弟 たちは,子 供 を

媛
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「現代の神権時代に

主は怠惰を少年非行仲罪悪,

特にむざぼりに関連ざぜτ

厳 しく戒めτおられます。」

では,主 がとりわけ子供 に教えるよう

にと戒められた もうひとつの習慣,す な

わち祈 りについて述べたいと思います。

主 はシオンに住 む民に向かってこう言

われました。「また両親 はその子供 たちに

祈ることと,主 の前に正 しく歩むことと

を教 えざるべか らず。」(教 義 と聖約68:

28)

予 言者 ジョセブ ・ス ミスに主は告げ ら

れました。「勝利者 たらんことを常 に祈 る

べ し。誠 にサタンに打 ち勝 つ様に祈れ,

また現にサタンの仕事 に力を与うるサタ
のが

ンの僕 らの手 よ り免 れん ことを祈 るべ

し。」(教義 と聖約10:5)

末 の 日の文明が神 とその義 を日常生活

や世の出来事か ら排除 しようとしている

今 日,日 々ひそかにあるいは家族 で祈 る

ことが特 に求め られています。

賢明な末 日聖徒 の両親は,祈 りの力と

世間の不信仰 な風潮をよく理解 している

ので,子 供に祈ることを教 えないわけが

ありません。朝に晩に決 まって天父の前

にひざまずいて心 から謙遜 に祈る人以上

に,悪 に対抗で きる強力な武器を持 って

いる人はいません。

それに加 えて,両 親 は子供のために捧

げる毎 日の祈 りの力を過少評価 しないで

ください。わが ままな息子 と仲間を悔 い

改めに導いたのは,彼 らのために捧げた

アルマの祈 りで した。

私 たちが子供 に教 えるよう主から期待

されている真理は,ほ かにもたくさんあ

ります。それらは聖典 や末 日の予言者の

勧告 から捜すことがで きます。

しか し何 を教 えるべきかを知 ったら,

次 は福音の真理をどのように家族 に教 え

るかも大切 になって きます。 この,ど の

ように教 えるか ということは,私 たち自

身が研究 と経験 と聖霊 の導きによって知

るべ きことで,こ のみたまは 「信仰の祈

りによりて……与 えられ」ます。(教 義 と

聖約42:14)し か しいかなる方法を用 い

ようとも,そ れが,福 音の実践 が幸福 に

つながることをよく理解できるものでな

ければ,効 果的 なものとは言えません。

受けているしつけや訓練が独 断的で,い

つ も行動 が制限 される,生 活が楽 しくな

いと子供 が感 じるようであれば,彼 らは

私 たちの目の届 くところでのみ言 うこと

を聞 き,ほ かでは勝手気 ままに振 る舞 う

ようにな ります。

それでは,私 たちの行 ないによって子

供が福音か ら離れた りするようなことが

ないようにするには,ど うしたらよいの

でしょうか。主が予言者 ジョセブ ・スミ

スに与えられた次の勧告 はすべての両親

にとって確 かな導 きとなりましょう。
い か

「如何なる権 力も勢力 も
,神 権 により

あた

て維持 する能わず,ま たは維持 すべ きも

のにあらず,だ た説服 と堅忍 と柔和 と温

情 と偽 らざる愛 とによる。
きよ

また,親 切 と浄 き知識すなわち偽善 に
かん ち はなは

あらず妊智 にあ らず してその人を甚だ大

いな らしむるものによる。

すなわち,聖 霊に感動 しては機に臨み
しか

て激 しく人を責 む。然 る後,ま た彼の汝

を敵視せざらんために責 めたるその人 に

一層の愛を示す
。

●

.暴

、

かくて,彼 は汝の誠実 は死 のきずなよ

りも強 きことを知るべ し。」(教 義と聖約

121:41-44)

この忍耐 と壁忍,愛 によって,私 たち

は子供たちの同意 と信頼 を得 ることがで

きます。啓示によって与えられた福音の

真理 に自発的に従 うよう,時 間をかけ,

心 を込めて子供 たちを教 え導けば,少 し

ずつでもあなたの教 えに耳を傾 け,「人類

が現世 に在 るの は幸福 を得 んためであ

る」(IIニ ー ファイ2:25)こ とを理解 し

て味 わうほどになるでしょう。予言者 ジ

ョセブ・ス ミスは言っています。「幸福 を

得 ることが私たちの存在する目的であ り,

目標である。 もし幸福 につながる道を歩

むなら,そ こに到達 できることだろう。」

子供たちはみずからの経験と私 たちの導

きによ り,予 言者の次の言葉の意味を知

って信 じるようにな りま夷 「その道 は
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どのような社会も,

両親が教訓と:模範によっτ子供を教え,

イエヌ・キリヌ トの福音の原則に従っτ

生まる決意を進んでするように

霊感を与えるどまに

整えられτのくものZす 。

ま じ め

う事 と真面目でなければならぬ事 と互 い

に愛 し互 いに助けねばならぬ事 とを教 え

るであろう。」(モ ーサヤ4:11-15)

当時初等協会に属 していた息子とこの

聖句を読んだときの ことを思 い出します。

私たちはモルモン経 を,1節 ずっ交替 で

読んでいました。この聖句を読んでいる

ときに息子は次の言葉にとても強く心を

動かされた様子で した。「お前 たちは自分

.の午供直 が神 の律法 に背 き互 いに争 った

.=り.戦っ.たりして……悪魔 に仕 えることを.

一.許さず……。」(14節)そ こで彼は自分 の

悪ふざけを思 い出 して 目に涙 を浮かべて

いました。それ以来成人するまで,け ん

かをしそうになるとこの聖句が心に浮か

んできて,目 に涙があふれるので した。

兄弟姉妹 の皆さん,こ のベ ンジャミン

王の偉大な説教 の精神 と心構 えを子供 に

感 じさせ ることができれば,子 供 を教 え

ることはもっと容易になると申しあげま

す。福音の精神 で子供 を高めるようにし

ましょう。そうすれば子供 は互いに傷 つ

け合おうとは思わなくなり,か えって安

らかに暮 らして,あ らゆる人 にその当然

受けるはずのものを与えたいと思 うよう

になるでしょう。 ベンジャミン王 が言っ

たように,「真 の道 を行う事 と真面 目でな

ければならぬ事 と互いに愛 し互いに助け

ねばならぬ事 とを教 え」て くだ さい。(モ

ーサヤ4:15)

も し父親 と母親が聖霊 の導 きに従 い,

主 の戒 めを固 く守 って生活 し,主 と予言

者 の勧告に従 って子供 をその行 くべき道

に従 って教 えるならば,末 日聖徒 はやが

て栄光の門に到達することでしょう。 そ

こではニーファイ人が享受 したように,

「住民……の間に何 の不和争論 もなく一

人の こらずみな互 いに正 しく扱」い,「 民

はその心に神の愛 を保 っていたから……
しつ と

何 ら不和がなかった。 また,嫉 妬,争 闘,

暴 動,み だ らな行 い,虚 言,人 殺 し,お

よび何 らみ だ りがわ しい行 いが なかっ

た。」(IVニ ー ファイ1:2,15-16)当

時 の聖徒たちの非常 に祝福 されていた様

子を,予 言者であ り歴 史記録者であった

ニーファイは次のように表現 しました。

「まことに神が造 りた もうたすべての民

の中で この民ほど幸福 な民があるはずが

なかった。」(IVニ ー ファイ1:16)

主 は,現 在 の神権時代 にも同じような

社会 を築 くことができると保証 してくだ

さっています。 そのことを忘、れないよう

にしましょ尻 しかし現代の悪 の力を退

けるために,私 たちがすべきことはたく

さん残 されています。末 日聖徒 の両親,

教 師,指 導者は新 しい気持 ちでみずから

の家を整え,子 供が人生の真の幸福 をつ

かめるように,愛 情を込めて,し か も効

果的に教えられるよう努力 しなければな

らないのです。

ホームテ ィーチャーへの提案

強調点:ホ ームティーチングの ときに,

以下の点 を話 し合 うとよいでしょう。

1.今 の世 の中を悩 ましている問題 にと

って最 良の特効薬 は子供 を教 えるこ

とである。

2.教 会 は両親 が子供 を訓練する助けを

することがで きるし,や ろうとして

いる。 しかし両親 に取 って代わるこ

とは しないし,で きない。

3.子 供 のこの世的な必要 を追 い求 める

ことに心を奪われるあまり,世 の悪

に対抗する力 を養 い,永 遠 の生命の

備 えとなる大切な事柄 をおろそかに

しない。

4.何 を教えるべ ξかを知 ったら,次 は

いかに福音 の真理 を家族に教 えるか

を知 ることも必要である。いかに教

えるかということは,私 たち自身が

研究 と経験と聖霊 の導きによって知

るべ きことで,こ のみたまは 「信仰

の祈 りによりて……与えら」れる。

5.私 たちの教 えは,福 音を実践す.るこ

とが幸福への道であることを子供に

納得 させることができなければ,効 果

的な ものとは言えない。忍耐 と堅忍

と愛によって子供たちの同意 と信頼

を得 ることができる。

話 し合いを進めるために

1.「 自身の家を整える」ことの重要性に

ついて自分の意見を述べる。家族に

も話 して もらう。

2.家 族 で朗読 した り話 し合 った りする

と良いと思われる聖句や引用文が こ

の記事の中にないだろうか。

3.訪 問の前に家長 と打ち合 わせた方が

良 い話 し合 いができるのではないだ

ろうか。両親の責任について,定 員

会指導者から家長 にあてられたメッ

セー ジはないだろうか蜘

zo
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「教師が最優先に準備しなければならな幻のは
,

霊性を高めるこどτあり,

これは一人一人が

行なわなければなりません。」

得るのてす。「見よ,われ ・汝の智と情に

告げんとす。」「これ によ りて汝 にその正

しきを感せ しむ。」(教 義 と聖約82,

98)

聖 霊 の力によって教:える教師 には,は

っきりとした特徴 があ ります。いくつか

を次に列記 しますから,相 互 の密接な関

連性 に注目してください。

1.慈 愛 救い主はイザヤの言葉 を引

用 して導 きと教えの業 を始められました。
み た ま

「主の御霊がわた しに宿 っている
。貧 し

い人々に福音 を宣べ伝 えさせるために,

わたしを聖別 してくださったからである。

主はわたしをっかわして……打ちひしが

れている者に自由を得 させ…一るのであ

る。」(ル カ418)

さらに救い主は会堂 にいる人たちに言

われました。「この聖句は,あ なたがたが

耳 にしたこの 日に成就 した。

…・・すると,彼 らはみなイエス ・・…の

口から出て来 るめぐみ(慈 愛)の 言葉 に

感嘆し(た 。)」(ル カ421,22)

み た まによって福音を教える人には慈

愛があります。それは各人の謙虚 さや信

仰,そ して人々に対する深い永続的な愛

に起因するものです。

私たちがニュージーラン ドに住 んでい

た頃は,ほ かのユニッ トを訪問する責任

がなかったので,恵 まれてマウント ・ロ

スキル第8ワ ー ド部の福音の教義 クラス

に出席 していました。 当時の教師は改宗

者 のジ ョアン ・アームス トロ ング姉妹

で した。彼女の レッス ンは,祈 りの気持

ちで準備 したことが うかがえるレッス ン

で した。教科書をひとつのカイ トとして,

福 音の原則を教えて くれたのです。

しか も彼女の考 え方 には彼女 自身の信

仰が反映 されていました。またレッス ン

には彼女の人生経験が織 り込 まれていて,

主 がいかに彼女に霊感 を与えて導 いてお

られるかがわかりました。アームス トロ

ング姉妹 は外面的 には決 して目立 つ教師

で も弁の立つ教師でもあ りませんでした。

で も彼女 には備 えができていました。 ま

さにそのことが,み たまから得 られる慈

愛 を彼女にもたらしていたのです。その

同じみたまがクラスを治めていました。

積極的な参加 はあっても決 して悪意は見

られす,討 論 はあっても,論 争ではあ り

ませんでした。奥義や1意側を強調するこ

ともあ りませんでした。 自分 自身をよく

備 えていたので,そ うする必要がなかっ

たのです。生徒は啓発 され,高 め られた

思いでクラスを後 にするので した。

教会にはアームス トロング姉妹 のよう

な教師がたくさんいます。みたまの導 き

に心 から従 うことで慈愛の心を養 い,そ

れ によってみたまを受けて生徒 たちの心

を動 かすのです。教師 はそれそれ に個性

を生かし,違 う方法でレッスンに取 り組

んでいるのですが,こ れは真理 です。福

音 に対 して博学な人 も,福 音 を熱心に学

び始めたばかりの未来 の教師 も,こ の共

通 の土台で結 ひついています。

2.証 「すなわち,わ れ汝 らの罪を
いましめ

許 してこの誠命を与 う。・… 汝 らに伝 え

たるこれらのことを全世界に証するに,
と

汝 らの心 の中に厳 か・・… を固く執 りて失

わざることな り。」(教義 と聖約8461)

現 在教師養成クラスは教師の養成のた

めにすばらしい効=果をあげており,そ れ

はこれからも変わ らないでしょう。 また

テキス トは,教 師が聖典 や予言者 の言葉

を引用 してレッスンができるように,ま

た レッスンを 日常生活にいかに応用すれ

はよいかわかるように準備されています。

しかし最 も大切な要素である自分 の証を

レッスンに取 り入 れなければ,ど んなテ

キス トを使っても生身の人間を超 えた福

音の教師にはなれません。教会全体の力

を結束 したとして も,証 を育 てない教 師,

教 えるときに自分 の証を使わない教師を

補 う福音のテキス トを作 り出すのは不可

能 です。 みずからの証の力によって福音
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入れたくないと断わってきました。学習

能力は劣 っていないのですが,体 の自由

がききませんでしょう。 みんなにいじめ

られて,結 局は学校 に入れなければよか

ったと思 うようになるだろうと言 うんで

す。そして特殊学校 に入れるように勧め

てきました。でも私 は受 け入れて くれ る

ように懸命 に頼 みました。学校側は半信

半疑でしたが,私 の決心 は変わ らなかっ

たんです。」

「お気持 ちよくわか りますわ
。」

「初めは彼らの言 った通 りでした
。大

きな声でしつこく悪 口を言 っては笑 いも

のにするんです。だれ も遊んで くれませ

んしね。最初の1週 間半 は,毎 日目に涙

をためて帰 って きました。それから,小

さな奇跡が起 こったんです。エ リックが

●'"陰'」

「エ リックが どうか したんですか
。」

「もうが まんできないと思 ったので し

ょう。 ジェナに休 み時間に遊ぼうと声 を

かけたんです。みんなはそんなエ リック

までばかにしました。 そして,大 声で悪

口を言ったんです。でもエ リックは彼 ら

を無視 しました。」

私は 「それはうちのエ リックではない

わ」 と心の中でっぶやきました。

「エ リックは
,い じめっ子たちから守

るために,ジ ェナと一緒に歩きました。

その日からエ リックは学校 までジェナと

一緒に歩き
,休 み時間 はジェナと遊 び,

帰 りは家まで一緒でした。学校が始 まっ

て3週 問目,男 の子 たちが ジェナに石 を

投 げつけました。でもエ リックは,や め

ないと,こ てんこてんにや っつけるぞ,

と言ったんです。」

こういうところは我が家のエリックで

す。普通の子と比べる と5セ ンチくらい

背が低いのですが,負 けん気 はだれ にも

ひけをとりません。

「エ リックが断固としてそう宣言 した

ので,男 の子 たちはきっとジェナをから

かうのをあ きらめたんでしょうね。 ジェ

ナは今は何 もかもうまくいっています。

ほかの子供たちもジェナと遊んでくれま

す し,だ れ もあの子の手足にこだわ らな

くなってきたようですわ。」

「まあ
,本 当に良かったですね。」

「まだあるんです。」彼女 は続 けまし

た。「きのう,エ リックを呼 び止めたんで

26

す。いろんなことがうまくいっているの

でとてもうれ しかったので,エ リックに

こう言いました。『あなたは本当にやさし

い子ね。そんなにやさしい子 になること

をどこで教 わったのかしら。』もちろんこ

れ は質問ではなく,私 のほめ言葉で した。

でもエ リックはすぐに答えて くれたので

す。『僕 たちの教会 は,僕 たちみんなが良

い子になるよう教 えてるんだよ。』

ええ,実 際のところ本当に驚きました。

そして尋ねたんです。『どこの教会へ行 っ

て るの。』

エ リックは答 えました。『末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会。 ときどきモルモン教

会 って呼 ばれているんです。宣教師の話

を聞きた くあ りませんか』 って。本 当に

立派なお子 さんですわ。」

「宣教師 の話 をお聞 きにな りません

か。」私は自分 の声がそう言 うのを望 みま

した。で も,声 は出 ませんでした。私 は

答 えました。「ええ,う ちのエ リックのこ

とだと思います。わざわざお電話 をくだ

さって本当にあ りが とうございます。」

ジェナ ・ハ ミル トンはその後間もなく,

エ リックを必要 としなくな りました。も

ちろん友達 には変わ りなかったのですが,

やがてエ リックは,女 の子をみんな 「の

ろま」とからかう男の子たちと一緒 に遊

ぶようにな りました。そしてジェナは,

それから1年 ほどして引 っ越 しました。

そして私たちも引っ越 しました。

私 は誕生カー ドに目を落としました。

そして,6歳 のときのこの出来事 は書 か

ないことにしました。 あまりにも特別 な

経験でしたから。

完成 して,少 々重量制限を越えた誕生

カー ドをポス トに入れながら,エ リック

がルームメー トに子供の頃の出来事 を読

んであげている様 を想像 し,と ても楽 し

くなりました。

電話が鳴ったのは金曜 日の真夜中でし

た。

「お母 さん
,僕,エ リック。」

「エ リック!き ょ.うはあなたのお誕生

日よ。私のカー ド受 け取 ったでしょう。

お金 も。あなたはどちらも気 に入 ったわ

ね。わかる.わ。でもこんな時間に 『あ り

がとう』の電話 をかけて こなくてもいい

でしょう。」

「お母 さん
,ち ょっと聞いてよ。ブラ

ッドと僕,寮 で思 い出話 をしてたんだ。

そした ら電話がかかってきてね。 それが

女 の子からなんだ、そ してこう言ったん

だ。

『エ リック
,あ なたは多分私を覚えて

はいらっしゃらないと思います。ず一っ

と昔のことです もの。私,ジ ェナ ・ハ ミ

ル トンです。』

『ジェナ
,本 当かいPも ちろん覚 えて

るよ。で も,ユ タで何 してるの。遊 びに

来たの。』

『あなたと同 じよ うにBYU(ブ リ ガ

ム ・ヤ ング大学)に 通 っているの。』

『でもどうして
,ど うして君がBYUに

来 ることになったの。』

『3年 くらい前のことなんだけど
,お

母 さん と私が夕食の後片づけをしている

と,ふ たりの青年 が ドアをノックしたの。

そ して,自 分 たちはイエス ・キ リス ト教

会 の代表者で,私 たちにメッセー ジを伝

えたいって言 ったわ。母 は 「ありがとう。

でも私 たちはまったく興味がありません

のよ」と答えたの。そ して どうしてなの

かわからないんだけど,母 が 「あなたた

ちはどこの教会の方P」 って聞いたの。

そしたら彼らは 「末 日聖徒 イエス ・キ リ

ス ト教会。ときどきモルモ ン教会 と呼 ば

れています」 と答 えたわ。私 たちは顔 を

見合 わせて,思 わず 「エ リックの教会 だ

わ」と言っちゃ.った。私 たちは興味はな.

か ったんだけ ど,エ リックの教会から来

た人は心 からもてなしたかったの。.それ

か らどのようにな ったかはわかるでしょ

う。私たちは4回 目の レッスンの後でバ

プテスマを受けたの。』

『ジェナ,そ れはすごい。ねえ,き ょ

うは僕の誕生 日で,今 お祝 いを してるの。

君 は ど こに住 んで るの?行 って も い

いP』 」

エ リックは話 を終 わ りました。私 はと
ほお

め どなく頬 に伝わる涙 をぬぐっていまし

た。彼は長い間黙っていました。「それで」

私 は聞 きました。「ジェナのところに行 っ

たのPど うだったP」

「きれいだった。」エ リックは力を込め

てそう答 えました。

「足は良 くなったのP」

「足P足 なんかどうだっていい じゃな

い。」



乙z

県宰【字∩・5張⊃1…坪P・⊇G茸α呈母=～コ

⑦宗率螺∩告素⊃1菖渤⑦尋〕鶏`白障〉∩

叢2法9曾ゑ秘コ…ξ翠1髪(ト管ゑ将⊃19鷺

`=～曾律9茎肯母準⑦猶暴⊃1ンY⑦彦`ユ

∩浸D揮}G豊⑦国王豪2γY鰹王`白宰G

。管禦ユ⑦曾qユ∩附醤ア1(う曾～拳`【4留

(今ユ球撃母蚕主覚=～認謁毒伍}:¥:4η9(汐耳ζ

Ψ…即1暴:>G母老921身愈昌F(ρ尋:薩」

。
.巨累qユ∩号…轟〉∩導ユ

(うG⊃1瞳身陣(ト甲⑦老罰誉鳥:¥二4r一鶏く

キ`∩哩∩。∩!駐翠η∩(}【字曾～4さぴ彊鍵

(噸巨9q=～9⊇c牽老9ユ∩團⊃1詣`⊃1

⊆蛇49(2>6牽哩1賜。一巨ユ〔爵¥Ψ=～⊇(Σ

》量2恒1玉`翠1ユ∩軽コリ老。享率u留

2曾～撚4[劉易(きく4鼻男`⊃擦=～4∩9髪

。ゑ睾∩望(撃ユ暴赫⑦Y呈等⑦尋嵯`撃,

=～2曾ゑ拳胆1⊃鳩厚瞳薯9【字翻暴r二～暴覇

。
.巨累律〉ユ

G3⊃1勲鮨ユ∩!量(}ユGq`⊃1(汐4⑦営

尋⑦刻暴d一乙寧,墓・覇。(へ津詳〉ユ∩革ら豪

母[劉鋼(0羅里1`ユ∩母嬰塁oゑユ壷ア1

翻⑦箪書.巨壁⊃1鼻覇ユqG2尾ξ4∩日隻

。γ耳睾∩蒋ロア1愚鯉`∩(きf∩ユ管客

肯孕呈聰G∩玉罰鼻覇。【今皐認〉ユ∩塗

目‡21墨覇`勲9陣q茸(き畔q1〉ア4(ト2

て字(Σ率ア1ユ～牢⊃1坤⊇さ帽ξ4∩日隻(∂普學

(68rd)「。(Σ毎～き¢藍毒¥

重曾ゑ臨⊃汽～⊇4率`叢障o晒ゆ珊⑦妾

`颯藁輿曇4`蟹肇寧に1薔⑦9算2。曾禦

ししツしい

ユG=～Ω⑦22(ΣGユ悌9(圏本(詠¢…享(}

22曾.巨母皐コ営話旙主鳥⑦号〕薩茸[含璽覆

缶障宰:¥:4∩a慾4・各目。(今魚(き茸勲律自

3∩(}ユ回判;～⊇受qユ健9(圏率9畔軍

`白認〉自》ユ!V禦4撃`象射濠(8:69

酵竈2難〕藤)『魁皇来(ΣG鋼・2つr(i≧4白罫〉

∩v⊃1章』罪1昇二薔皐」。真率Gユ》〕弊白宰

G寧壕嚢妥(∂雰=～曾ゑ母ng図⑦妾`ユ中

⑦「螺景⑦∩騨」ア1醤島¥4r一霊・くキ

oゑ

ユ22(Σ脅⊃1(き甲(Σ宰ユ11呂図⊃1耳[ヨ1母

2「管身くへ母94⊃1身狛」=～ヨξ毒宰:¥

`罪ク(沙茸重¥。4〆「率【う呈=～(Z9ε:8「蛍

聯躍」)「⊃1(～fG毒ユ耳∩蕊・哨∩ユG6

⊃1管身(今障94⊃阻～郵う潭(き膨(}算認料

【婬1⑦告目」`罪1誉鳥¥髭・<4・▽μr〔ム

。
,巨ユコ～⊇(きq2G隊ア1董π(i}#日皐⊃1

鼻署算G卑q景酋「障皐・レ」`⊃19アq灘

翠に～2曾吾宵21鼻蜀母劃白乖螺魚(う皐皐

`罪ゆq=¥妄…9曾ユ∩蝋　昇ゆ2⊇`詳4

。鼻睾白～禦(}鯛写姻蟹ユ

》箪蝉厚コ9皐`犀9墾劉盈導(～【4回⊃1

切目⑦翼平`こL準準【慣解1…鼻1輩⑦Y⑦髪

。「y吾…窪リミ～畢潔1η4柳∩母[ヨξ}`⊃匹甲

Q図2[劉Y4G量奉蟹:¥:`判舞⑦二～～拳4

∩骸豪缶黎宰¥。=¥∩ユ(22=～(～蕃牽夢

9ヲG螺辱【ヘユ∩豪ユ宗歩源[直}冨。γ吾準

∩<4α〔}回翠19螺蒋`鰹ゑユ(ρ4(ヘユGΨ

軍鰹野解⊃1謁専引呆期04∩翠【へ準∩ユ悌聖

Ψ健彦`ユ∩9口牽留畢Ψd一工4・⑦壬

'邑(∂騨ム⑦獲癬～窪`Ψ互ユ=～2(∂集曹

。#ユ⑦障貝号
き四呆一

⑦沼墨⑦(商4ゑi響〉∩ヨ1孕悪。.巨ユQ回
むい

2健老(}宰=～4勲G矧景舞惣ゑ翠q9

像亭駕互磁(∂遜劉ユ(4と⊃橡⊇=～⑦昇…囹
ソけ
`勲自G葺♪Ψ珊⑦鼻4挫。#準(うユリ4

是二～哩qユ鴇〉〕F2弱団`ユ4群茸(乙

:1ε1窮竈2難〕巽)「豫購羅璽c～宰=～Ω」鰹
みラコ

⑦味曾.巨準劉牽η妾ア1麗`罪に1〔濠竈コ～讐

聯。.巨準q留2G螺》ユ》髪母駒目⑦日

皐`⊃1(圏4曾ゑ胡盈豪隼⑦栄尉(汐[劉斑

(681gd)「(6Z:9Z4喜一ま)『。∩誉・/ゑ)蝉
ヨの

孕り⊇4準.(馨レ(享`耳〕蝉景η2紫1翼勲9

潭曾隷魂q珊白甲・ワ喧∩¥k日母冒ξ(∂妾⊃1

二～律9コ～坂癬りく¢(緊∩(}`2算皐。ア耳

妹薯ユQ鋼⊃1薔⑦老藁昇;#a斐豪ヨξユ∩1婆

⊃1り9(}ユ⊃IY叫ユ宰身(き〕鰍`βq』

。(髪り99～ユ∩⊃1

く49E拍孕草⑦2⊃1宰=～4∩E拍躍ユGG⊃1

孟鳥尋弊⊃1ム4r∠罪1…享。(Σ～牢ユ(き【字者目

ρ…印IG=～Ω9(}`(きく4菖諺雷主晶⑦ミヲ〕薙

曾.巨県裂‡llG20。(Σ～禦ユ董卯ぎ¢∩灘⑦

c4・Σ^罪にウ.巨94(}母昂zk21Y薔コ号蓄

身9甲⑦⊇。q潭9準判ユ!禦罪1⊃1号鷺(∂

缶茸宰¥⑦Ψ蝉劉悌2∩4∩。くへ毒(う蟹

。n41再⊇β(身⊆2:θに).⑦卑⊆}.臣畢菖21箪口毫讐罐⑦琴猛`(コ聖

ユ⑦卑理u:9】ζ号ユつ?【狙一⑦¥專劃聾割:21昆望幽⑦製立●

告冒96ヤ≡≒F986τ/菓(0彰百置

⊃19呈判Y毒9甲⑦老コ～『#ユ告十ユ〆し9

コ`9<4認⑦=¥∩母[ヨ昂⑦叢⊃1茜≧6‡～,こ荏

ユ6認』o受qユ吾皐否製孕Ψ召⊃1ら卑鋼一

像二～〉潭《石`ユ∩q}宗玉ユ{チ目=～(Σ禦ユ

223告十ユ∩コ～[ヨ呈⑦薔=¥∩日然4η2

`勲薪景白要孝⊃1…耳⊃低¢老Ωユくへ源∩豪[ヨ

皐4G誹峯9〈4つ'草摯=～り宜`ア,〉多⑦Y

詣」。ゑ…魚、ユ蕊・皿9⊇ユ中⑦「輻翌(∂∩

灘」暴暴1(ρ彦測(菖尋導首嘉製単♪=十寧襯

宗)醤島¥・1r一黒くギ・Aい一吾く》・×

.鳥「鴫
」興搬9黛⑦『

妾`ユG禦64・Σ^判量M(∂鼎墓(汐L』■

(愚覇到畢ヨー乙Zε罵半ロr
`頸畢幸一壬Y半□r・6;τ)

一4レ委・一直丁6

暑量認

.穣

叫蟻
藻

㌶ 》
勲羅

oα⊆・こPnユ⑦、り旦(ヨ&

捌し客一自8つ蓄[里?昇塁1`卑?しヒ老
oα⊆こPつユ⑦卑(薯i皐ユユcマ:⊇K角

Ckiを⑦レ駆レ⑦=P薫`到(η迎口母1

鍔1劉簾碁



「重大な罪の場合,

適切な権威ある者に

告白するこどの大切さは,

聖典に繰り返 し強調されτ幻ます。」

のことを言わないことになり,主 のしも

べ に反対 することは主に対 して反対する

ことにな り,福 音の鍵 を持っ教会幹部の

兄弟 たちに対 する違背はいずれ も主 に逆

らう思いと行為に等 しくなるのである。

主はこれについて次のように述べてお ら

れる。『そは,わ が僕 らを受け入るる者は

われを受 くればな り。

また,わ れを受 け入るる者 はわが父を

受 くるな り。』(教 義 と聖約84:36-37)」

(「赦 しの奇跡」p.93)

重 大 な罪の場合,適 切 な権威ある者に

告 白することの大切 さは,聖 典に繰 り返

し強調されています。

「見よ
,お よそすでにその罪を悔 い改

めたる者 は赦 され,主 なるわれ もはやこ

れを忘るべ し。

人罪を悔い改めしや否やは,見 よ,彼

は自らこれを告 白しその罪を捨つべけれ

ば,そ の悔い改めたることはこれにより

て知 るを得べ し。」(教 義 と聖約58:42-

43)

「その罪を悔 い改めてこれを白状 した

者は,み な教会の聖徒 らの中に数 えたけ

れども,

そ の罪を白状せず悪事 を悔 い改めない

者はみな教会 の聖徒の中か ら除かれ その

名を削 られた。」(モ ーサヤ26:35-36)

「されどこの主の聖 日に於て は
,い と

高 き者に汝の捧物 と聖式 とを奉 りて,兄

弟たちに向い主の前 に於て汝の罪を告 白

するを忘 るべからず。」(教 義 と聖約59:

12)

「赦 しの奇跡」第13章 で
,キ ンボール

大管長はこの質問をさらに掘 り下 げて,

こう語っています。

「告白は平安 をもたらす
。多 くの人々

が私の事務所 に来て,長 い間抱いていた

重い気持 ちから解放 されて帰 って行 った。

分かち合 うことによって彼 らの重荷は軽

くなったのである。彼 らは自由にな った。

真理が彼 らに自由を与 えた。」(p.197)

28

サタンの力の限界はどの程度で し

ょうか。サタンは人間の心に思い

を吹き込むことができるのですか。

私たちの思いを見抜くことはでき

ますか。

解答 者

ローレ/ンス・R・ピーターソン・ジュニア

(ソル トレーク・プライ トンステーキ部

バ トラー第31ワ ー ド部監督)

ルモ ン経で言われている最:も印象

モ 的な教 えのひとつが,人 間に対 す
るサタ ンの力 は,人 が邪悪になるにつれ

て強 さを増 し,つ いにその人 は 「悪魔 に

捕 えられて」「地獄 の鎖」(ア ルマ12:11)

に縛 られて しまうことです。 サタンの方

法は,人 をそそのかし,誘 って,絶 えず

「人々の心」(IIニ ー ファイ28:20)の 中

で活動 しながら,人 の思 いに影響 を及ぼ

す というや り方です。ニーファイは寒気

をもよおすような言葉で,「(悪 魔 は)耳

にささやいて一度かかったら決 して逃れ

られない恐 ろしい鎖 でとうとう縛ってし

まう」と,そ の方法 を述べています。(II

ニー ファイ28:22)

しか し,サ タンの力 は抑制できないも

のではあ りません。 ジョセブ ・ス ミスは,

私 た ちがみず か らを引 き渡す以外,サ

タ ンに私 た ちを支配 する 力はないと教

えています。(「予言者 ジョセブ ・スミス

の教 え」p.181参 照)ま な,ニ ーフ ァイ

は,民 が正 しい とサタンが無力にな り,
ただ

「聖者の民が義 しい生活 をし(た か ら)

サ タンは民の心を支配 する力がなく」(1

ニ ーファイ22:26)と 説 明 しています。

この,サ タンが入 を捕 らえるときとま

ったく無力なときの両極端 の間 に,人 を

誘 い,そ そのかす力が強 くな り弱くな り

して存在するのです。霊であるサタンは,
きつこう

霊の領域で神のみたまと拮抗 しながら働

きます。ですから私 たちの 自由意志 は保

たれ,私 たちは善悪の選択ができます。

リーハイが,「人間はもしもあれ に誘われ

これに誘 われなければ,随 意に選び行う

ことはできないのである」(IIニー ファイ

2:16)と 教 えている通 りです。サタン

が私 たちを悪に誘えば,聖 霊は私たちを

徳に「導 き」ます。(モ ーサヤ3':19参 照)

人 には自由意志 があ りますか ら,聖 霊 も

悪霊 も人の意志 に反 してその人をコント

ロールする力は持 ちません。

霊 に働 くこの両勢力が,ど ちらも人の

知 と情 に,聖 典 によれば人の心に直接働

きかけて,そ の人は自分の意志でひとつ

を選び,も うひとつを無視 することにな

ります。すると勢力の変化 が生 じ,永 遠

の生命 に近づ くか,滅 びと悲惨に向かう

か,い ずれにせよ一歩が始まるわけです。

バプテスマを選び聖霊の賜を受けた人が

神 の影響 の側 に大 きく寄 る一方で,悪 ゆ

えにパウロの言葉のように良心 に 「焼 き

印をおされ(た)」(1テ モτ4:2)人
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「その好 むところに:徒っで」

七十人第一定員会会長会

デイーン・L・ラーセン

馨

凄

纏.
。瀧艘

難

鐡
灘

覆b2彦 を

い 鑑 怨難 ξ魔 灘 ・
ろうと思われます。次 のような内容 です。

ある日のこと,教 会のある訪問者 センタ

ーで
,案 内人のところへひとりの老人が

近づいてきて,自 分 は教会員であるが,

若 いときから,も うずっと教会 とはかか

わっていないと話 しかけました。態度が

悪かったので 日曜学校のクラスから追 い

出されたのだそうです。その 日以来教会

の建物の中には一歩も足を踏み入れたこ

とがなく,さ らに子供や孫,ひ 孫を合わ

せると100人 を越 すにもかかわ らず,だ れ

も教会員ではないとの ことで した。

私の聞いた ところでは,こ の話の意味

するところは,日 曜学校 の役員が怒 りに

まかせて性急な行動 に出た結果,恐 ろ し

い代価 を払わなければならなかったとい

うものです。 しかし私たちは,日 曜学校

の役員の側の話 を聞いていません。 まし

てや,み ずからとった行動の責任 を忘れ,

決 して人を許 さず,悔 いようとしない青

年 の苦悩と憎 しみの歳月を考えることも

しません。 それらは彼 自身の人生のみな

らず,多 くの子孫の人生 をも毒 してきた

のです。

この話 は悲劇で満ちています。 その悲

劇 は一体 だれの責任で,ど うしたら避け

ることができたのでしょうか。

教会のステーキ部を訪問するたびに,

日曜学校 や若 い女性,ア ロン神権定員会

の各クラスで若い女性や若い男性 を教え

る教師が直面 している問題 の報告 をよく

受けます。神権指導者が次の教師 をなか

なか見つけられないほどのスピー ドで,

教 師が次か ら次へと代 わってい くという

のです。 こうした実状 を考 えてみると,

教 会がいかに効果的な教師養成 プログラ

ムを必要 としているかがわかります。 し

かし確かにその必要 はあ りますが,不 幸

な事態の責任が教師にあるとは私には思

えない.のです。

私 は何年 もの間,自 分 の入生 に起 こっ

たある経験 に心 を悩 ませて きました。私

が働 いていた地区では,地 方の高校 に隣

接 して週 日のセ ミナ リーが開設 されて い

ました。ある年度の途中で健康上の理由

から教師がひと り欠員 にな りました。 そ

こで私が呼ばれて,一 時期ですが代 わり

が見つかるまで,や めた教師のクラスを

毎 日受け持つことになりました。多くの

点でそれはすばらしい経験であ り,思 い

出しても楽 しいものでした。 しかしある

クラスに,か な り手のかかる男の子がい

ました。彼 は高校の最上級生で,才 能 に

恵 まれ,頭 もよくて,ほ かの生徒 にも人

気があり,大 きな影響力を持っていまし

た。 しか しセミナリークラスでの彼の行

動は概 して分裂的で,反 抗的な態度をと

ることで皆の注 目を集めようとしていま

した。

クラスの中に霊的な事柄 について学ん

だ り話 し合 ったりできる雰囲気づく りを

したいと考 えていた私 は,こ の青年の悪

ふざけにイライラのし通 しでした。 とこ

ろが彼の方はと言えば,ほ かの生徒の注

目を浴 びたい一心 でした。ふたりだけで

何度か面接 をしてもまった く効果 があ り

ません。面接の ときには確 かにわかった

と言 うのですが,次 の授業 ではまたクラ

観

肇繍

口諺

購瞬

スをぶち壊すのです。

高校のカウンセリングの先生 に相談 し

た ところ,彼 は片親 の家庭 に育 ち,高 校

のクラスでも絶 えず問題 児だったとのこ

とでした。 しかし能力 テス トの点数 は平

均以上なのです。

クラスの秩序 と管理 を維持 するのに決

定的な手段 を講 じなければな らない 日が

とうとうやってきました。 その 日も彼が

クラスの雰囲気 をめちゃめちゃにした後,

私 は彼 に一緒に教室から出るように言い,

これ以上ほかの生徒 を犠牲 にできないこ

とを話 しました。行動 を慎んでセ ミナリ

ーのクラスに必要な霊的雰囲気 を保 つよ

う協力 しない限 り,も うクラスには歓迎

で きないと言 ったのです。彼は何 も言わ

ず にくるりと後 ろを向くと,建 物から出

て行 きました。 それ以来二度 と彼の姿 を

見かけることはありませんで した。

その日の午後 に彼の母親か ら電話があ
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自分の欠点は棚に上げτ,

互〃3に生活に深くかかわ っτのる人に

責任をなすりつけτ幻るうちは,

双方に不幸な思のが続くだけどす。

女が錯覚 しているのではないか と思いま

した。それでも彼女は言い張 りました。

「いいえ
,お しゃべ りばか りしていた月

があったのです。先生 から注意されたに.

もかかわらず,言 うべきではない失礼 を

申しあげて しまいました。すると先生 に

教室から出るように言 われて,私 はびっ

くりしました。私 をそのように罰 した先

生はひとりもいませんで したか ら。私 は

出るのを拒 みましたが,先 生 は私 を廊下

に出したところで,き ちんとできるよう

になったら戻 ってもよいとお.っしゃった

のです。

私は自分 が惨 めでな りませんでした。

そ して,ど うやったら仕返 しができるか

と考えていました。父 は地元の有力者 だ

ったのでこのことを聞 いたら黙っていな

いでしよう。

でも,後 になってその 日の ことを冷静

に考えてみると,先 生が正 しくて私 が間

違 っていたことがわか りました。ほかの

先生や友達 は,私 のそんな態度 をずっと

黙認 して きたのです。今まで気づかなか

った自分の性格 を発見 して,変 えなけれ

ばと決心 しました。それで私 はクラスに

戻 ると,教 室での非礼 を先生におわびし

ました。それは私の人生でとても大切な

転機でした。先生 にはいつも感謝 してお.

ります。」

これはある若 い女性が失敗の中から自

分 の責任に気づき,正 義 のためにふさわ

しい行動をとった例です。 このことから

深 く考 えさせ られ ました。 この女性 と,

セ ミナ リーのクラスから同じようにして

出されたあの青年 との間にあるこの違 い

をどう受けとめたらいいので しょうか。

同じ状況でそれぞれが示 した反応は,そ

れからの長 い人生 にどのような違いとな

って現われているでしょうか。同 じよう

な状況 にあるほかの人々はどうで しょう

か。

両親 も教師 も指導者 も友人 も,み んな

愛と関心 と助 けを与 える責任があ ります。

しかしその責任 と,愛 と関心 と助 けを受

ける側の人の責任 とは,ど こかで合流す

るのです。他人 との論争やあつれきにか

かわることが多い人 は,自 分が一体 どの

程度 その問題 の要 因になっているか,正

直に自分の心 に尋ねてみるべきです。自

分 や他 人にとって害 になるようであれば,

行 ないを正す責任 があ ります。 自分の欠

点は棚 に上げて,互 いに生活に深くかか

わっている人に責任 をなす りつけている

うちは,双 方に不幸な思 いが続 くだけで

す。

モルモン経 のよき教 師であ り指導者で

あるアルマも,一 向 に反応を示 さない人

人の心をどうにか して動かそうと,じ り

じりしていました。 そんな欲求不満 を次

のように表現 しています。「ああ私 が天使

になって私の少の願 いを達 することがで

きたら善 いものを。私 の願いとは出て行

って神 のラッパのように地を震わせ る声

で話 し……。」(ア ルマ29:1)

お そ らくアルマは,拒 まれ退けられた

アモナイハ市での経験を思い出 していた

のでしょう。人々の足 もとの地 を震わせ

ることがで きたら,驚 かして服従 させる

こともできたかもしれません。 しかしア

ルマはそれは神の方法ではないことを知

っていました。

「私 は多過 ぎる希望 をもって正義の神

き

の堅 い取 り極 めを不満に思 って はならな

い。 なぜならば,人 が死 を願 うのにも生

を願 うのにも神 はこれに応 じたまい,人

の心が救 いを求めるの も亡びを求 めるの

も神 はこれ を許 したもうと言うことを知

っているからである。

善 も悪 も一切の人々の前 にある。善 と

悪とを区別することのできない者はこれ

を責 めることができない。 しかし,善 悪

の区別を知 る者 は善 を好 むも悪 を好 むも

生を好 むも死 を好む も,ま た喜 びを好 む

も良心 のとがめを好むも,各 々その好 む

ところに従 って与 えられる。」(ア ルマ
〆

29:4-5)

ひ とたび何 が善 で何が悪かがわかった

ら,私 たちは自分 の行 ないに自分 で責任

を とらなければな りません。良い両親 を

持 つことはとても大切 なことですが,良

い息子,娘 であることも同 じように重要

です。 つまるところ,責 任は私 たちにあ

るのです。良い教師や指導者 に恵 まれる

ことは大切な ことですが,良 い生徒,良

い支持者 であることも同 じように大切で

す。 自分 の責任 を他人の肩 に負わせるこ

とはで きません。主 は現世の生涯 を,自

分勝手な行ないの結果がら最終的には逃

れることのできない場 として造 られ まし

た。 ・

若人の皆 さん,教 師やア ドバイザー,

指 導者がふさわしくないし,お もしろく

ないと感 じた ときには,は たして 自分 自

身は良い生徒 であるのか,ま た定員会の

兄弟,息 子,娘 として立派であるか,正

直 に心 に尋ねて ください。自分 も含めて

みんなが,持 っている可能性 を伸ばせる

ように,一 生懸命取 り組んでいるで しょ

うか。 それとも,時 々起 きる問題の原因

になっている自分 に言 い訳 を探 していま

せんか。 もし過 ちを犯 しても,自 分 の責

任を認めて,も っと良 いことをしようと

いう勇気 と誠実 さを持 っていますか。

いつの 日か私が教会の どこかを訪問 し

た ときに,次 のような言葉で私 に近づい

て くる男性が現われるように希望 を持ち

続けたいと思 います。「私 を覚 えています

か。 あの 日あなたのセ ミナリークラスか

ら出て行 った生徒 です。 あのとき私 は人

生の大切 な教訓を学 びました。すべてが

良い結果 をもたらしていることをあなた

に知 っていただきたいと思いまして。」

そのときこそ,あ の 日以来20年 間心に

かけていたことが消 え去 る日なのです。

そして,彼 の夢に悩 まされることも,も

うなくなるでしょう。
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BYUの 強 肩パ ッサーであるクォーターバ

ックのロピー ・ボスコ兄弟。全米最優秀

選手 に贈 られるハイズマン賞の候補1こノ

ミネー トされたが投票の結果'では第3位

とな った。

聾
壌

ピオンに輝いたことは,大 学にとっても,

州 にとっても,ま た教会にとっても偉大な

ことです。しかしそれに加えて,チ ームメ

ンバーの中の52名(40パ ーセント)が 帰還

宣教師で占められているという事実は,注

目に値 します。……報道機関は,単 にBYU

の成績だけでなく,チ ームメンバーの日常

生活や道徳規範,ま た教会の信条にまで触

れて,当 教会の真実の姿を伝 えてくれてい

ます。」

世界的心臓外科の

権威ロバート・:E・

ファウルズ博士来 日

世
界的な心臓外科の権威であるロバー

ト・E・ ファウルズ博士が去る12月,

東京女子医大主催の心筋症シンポジウムに

招かれて,キ ャサリン夫人と共に来 日した。

ファウルズ兄弟はハーバード大学医学大学

院を優等で卒業した後 スタンフォー ド大

a

学メディカルセンターで心臓移植チームに

加わるなど,心 臓病の専門家として世界的

に高名である。現在はソル トレーク ・クリ

ニックで医療活動に携わるかたわら,米 航

空宇宙局(NASA)の 宇宙飛行に伴 う医学

上の問題を研究する委員会のメンバーとし

ても活躍している。

今回ファウルズ兄弟に同行したキャサリ

ン夫人は,日 本の地を奉献 した第7代 大管

長ヒーバー ・J・グラントの曽孫にあたる。

ここにファウルズ兄弟姉妹の証を紹介す

る。

「曽祖 父が奉献させていた

だいたお国に来れて,感激

です1キ †サリンワァゥルズ姉妹

私
たちは,末 日聖徒イエス ・キリス ト

教会で教えられている福音を実践す

ることによって心が平安になり,幸 福な生

活を送ることができます。私がそう確信し

たのは,20代 初めでした。この世の誘惑は

大きいです。サタンは,酒 やタバコを飲め

ば友達もできるし,本 当の親しいつきあい

ができると言って誘います。私は断言しま

す。そのようにしてできた友人関係や親密

な間柄は決して長続きしません。状況が変

わればもう終わりです。それに対 して,神

との霊的な交わりは,私 たちの方で断ち切

らない限り永遠に続きます。神は決 してご

自身で扉を閉じられることはありません。

閉じるのは私たちの方なのです。

私は今まで世界各地を旅し,い ろいろな

国々の教会員の方 とお会いする機会があり

ました。そして,福 音を実践するために私

たちよりもずっと大きな犠牲を払っている

方がたくさんおられることを知 りました。

犠牲を払うのは大変ですが,そ の大変さの

中に私たちを強くしてくれるものがあるの

です。今,私 は日本に来て,日 本の教会員

の方々が犠牲を払いながら知恵の言葉を一

生懸命守っておられるのを知りました。お

茶やお酒など,お 断わりするのが大変なこ

ともあると思います。私の住んでいたカリ

フォルニアではワインを振る舞うことが生

活の一・部になっていて,時 々むずかしい状

況に追い込まれることもありました。しか

し今 までの経験から,培 ってきた友情の質
し こう

が高ければ高いほどそれが互いの嗜好に左

右されないことがわかっています。

皆さんも同じだと思いますが,私 の育っ

た東部では,教 会に出席 したり神殿に集っ

たりするのに遠い道のりを通わなければな

らない人がたくさんいます。それでも彼ら

は,大 きな犠牲をもかえりみずに主を礼拝

することによりどれほど豊かな報いが得ら

れるかを知っているのです。

私たちは,福 音の原則を生活に取り入れ

れば取り入れるほ呂 充実 した幸福な生活

を送ることができるようになり,た くさん

のことを達成できるようになります。 また

困難な問題に直面しているときは,自 分に
そな

具わっている霊の力や兄弟姉妹たちの助け

によって力を得,ま た今 までに得た祝福の

数々を思いめぐらしながら努力するように

しています。主は苦難を乗 り越える力を私

たちに約束 しておられます。そして苦難を

乗 り越えたとき,私 たちは人の手になるも

のによっては決 して生み出すことのできな

い 「高い」思いを得ることができるのです。

私はヒーバー・J・グラント大管長の曽孫

として,日 本の兄弟姉妹にこの証ができま

すことを心からうれしく思っています。

　

「私たちの細胞 は年々新

しくなっていきます、では,

霊 はどうでしょうカ㍉

ロパ ー ト・E・フ ァウ ル ズ 博 士

の半生を通じて,主 はたくさんの祝

私 福を私にくださいました。その中で
最大のものは,証 です。それも,モ ルモン

経を読んでそこに書かれている救い主につ

いての記述に触れながら,少 しずつ得てき

たものです。
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や,ち ょっとした時間を使 って覚えるよう

にしていました。また,多 くの兄弟姉妹た

ちが,練 習に来るために大 きな犠牲を払っ

てくださいました。

そして,人 の知恵や考 えでは克服するの

かとうしても無理だと思 うような試練に直

面した姉妹もいました。私たちは共に話 し

合い,証 を述べ,断 食をして,す べてを主

にゆだね,天 の助けを求めました。

そのほかにも,こ こにご紹介できないほ

ど多くの祈 りと涙と犠牲とがあって,よ う

やく当日を迎えたのです。

リハーサルで歌っているときに,聖 歌隊

員の一人一人の目がまるで天使のように輝

き,文 字通 りみたまによって賛美 している

のを感 じたとき,そ れまでの不安かすべて

消え,力 に変わるのをよく知ることができ

ました。

また本番直前に,私 が心から愛 し,尊 敬

する兄弟と共に時間を取って祈 ったときに,

人の声ではなく,み たまの声でイエスがキ

リストであるという証を聞きました。その

兄弟の霊性と神権の力に,ま た多くの兄弟

姉妹たちの祈 りに支えられ,強 められて本

番に臨むことがてきたことに心から感謝し

ています。

「音楽の夕べ」の中ては
,ク リスマスキ

ャロルを中心にした讃美歌のほかに,歌 と

スライ ドによって救い主 イエス ・キリス

トの生涯 とそのみ業について紹介し,教 会

員だけでなく,多 くの求道者の方々と共に

特別な思いを感じることができました。父

なる神様は礼拝堂にあふれるほどのみたま

を注いでくださり,あ たかも天上の聖歌隊

を遣わしてくださったかのようでした。最

後の曲の「おお聖き夜」の中で,聖 歌隊員一

人一人が流す涙を見て,そ のことをはっき

h

汎

撫

りと知ることができました。

シェア ・ライツ ・カンパニー(光 を分か

ち合う仲間たち)と いう名称で組織されて

1年 あまりになりますが,そ の間に多くの

発表の機会を得 ました。また,渋 谷インス

ティテユートの聖歌隊として位置づけられ

憲

て,た くさんの祝福をいただいてきました。

聖歌隊は,歌 うのではなくて賛美をするこ

と,ま た主に賛美を捧げるために最大限の

努力をして備える必要があるのを身をもっ

て学ぶことができました。発表の機会ごと

に,た くさんの兄弟姉妹たちが賛美の美し

さと力を感 じ,そ の中からイエスがキリス

トであるという証を得てきました。そのよ

うな兄弟姉妹たちの喜ぶ姿を見るとき,神

様の大きな愛と,共 に働いてくださった方

方に対する感謝の気持ちが深まり,大 きな

喜ひに包まれるのを感じます。

神様は私たちが心を込めて賛美するとき
こた

に,多 くの祝福を与えて応えてくださり,
よろこ しカ

「すべて心の歌は
,わ れの悦びなり。然り,

た ノ

義しき者の歌はわれに対する祈 りなり。彼

らの頭に祝福を与えてその応えとなさん 」

(教義と聖約25:12)と い う約束を果たし

てくださることを証いたします。(レポータ

ー .東 京渋谷インスティテユー ト聖歌隊

長 ・武田修)
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購翻麗
山口県柳井市の市政50周 年記念行事に
ケント・ギルバー ト兄弟を招請

市
長

と
共

に
オ
ー
プ

ン
カ
ー
て
パ

レ
ー

ト

に
参

加

す

る
ケ

ン
ト

・
キ

ル

ハ
ー
ト

兄
弟

昨
年の11月22,23日 の両 日,山 口県柳

井市の市政30周 年記念,新 市庁舎落

成,山 口県ふるさとまつり,柳 井まつりを

同時に祝う記念行事が盛大にくり広げられ

たが,そ の一環 としてケント・ギルバー ト

兄弟にも多忙なスケジュールの中,参 加し

ていただき大変好評を博した。それはまた

多くの市民の前に末 日聖徒イエス ・キリス

ト教会の所在を広めることにもなり,伝 道

の一役を果たすことができた。

そもそもギルバー ト兄弟を招請するきっ

かけとなったのは,彼 の著書 「面白大国ニ

ッポン」の中で,柳 井で伝道した当時を振

り返 り,日 本での故郷は柳井だと書いてい

るのを目にしたことからである。

8月 のある日,私 が私用で東京へ行って

の帰りに偶然にも東京ステーキ部長の新山

靖男兄弟(籾 腓 支部出身)と 同席 した。ケ

ント・ギルバー ト兄弟のことを話 したら彼

を良く知っていると言う。それならばぜひ

柳井市政30周 年記念行事のために一役買

ってほしいとお願いし,約 束して帰った。

4
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「クモラの丘霊園」

第2期 分譲の

お知らせ

も ろ やま

モラの丘霊園」は,埼 玉県毛呂山「ク
町にあり,池 袋駅から約1時 間,

おご せ

東武越生線の武州長瀬駅下車徒歩5分 の所

にある 「武蔵野霊園」内に位置します。

教会は本来墓地経営はいたしませんが,

当時の大管長であったデビッド・0・ マッ

ケイ大管長が日本人の風俗習慣について特

別な理解を示 してくださり,教 会としては

異例でしたが購入が許可 されました。

その後,造 成工:事が行なわれ,1982年9

月19日,ブ ラッドフォー ド長老の奉献の祈

りの後に第1期 分譲が開始され,現 在まで

に95の墓所の永代使用権 が教会員の手に

移管されました。

さて,このたび4月1日 から第2期 募集が

開始され,一 区画3平 方メー トル26万 円で

分譲されることになりました。このたびの募

集の特徴は従来の 「一括払いおよび大信販

ローン」に加えて,新 たに無利子の分割払

いを採用したことにあります。 この方法に

よると,毎 月の支払いの額が4千 円台まで

下がるため,今 までよりも多くの教会貝,

特 に独身の兄弟姉妹たちにも墓地購入が可

能となりました。

また,東 京近郊だけではなく,日 本中の

聖徒たちにご利用いただけるように,銀 行

の自動振替手続きの取引金融機関の枠をで

きるだけ広げるようにいたしました。この

ような配慮は,特 に東京神殿参入プログラ

ムが活発に行なわれるようになって以来,

霊園の購入者の範囲が東京近郊に限らず全

国に広まってきたからです。

先日開かれた地域評議会で,ブ ラッドフ

ォード会長の方針が明確にされ,教 会墓地

の分譲業務は,別 に販売組織や実行委員会

を組織することなく,す べて宗務ラインを

通して行なうこととなりました。すなわち,

地区代表,ス テーキ部長/地 方部長,監 督

/支 部長のラインで発表から申し込み受付

までの便宜を図ることになりました。日本

の聖徒たちのために特別に献堂されたこの

霊園の祝福が,ひ とりでも多くの兄弟姉妹

たちに及びますよう心からお祈 りいたしま

す。

クモラの丘霊園事務局

6

副 クモラの丘霊園」第2期 募集についてのご案内

クモラの丘霊 園の第2期 募集 を以下の要領で行ないます。つきましては,そ の趣 旨

をご理解のうえ,ふ るってお申 し込 みくださるようお願い申しあげ ます。

1.墓 地永代使用料1区 画260,000円(昭 和62年 度 以降 にお申し込みの方 は毎年

3,000円 ず つ加算 されます)

2.墓 地管理料

3.申 し込 み方法

4.申 し込み期 間

5.墓 所の指定

年間3,000円(初 回金 とともに一年分 を前納 し,以 降毎年定め

られた期 日まで に支払 うものとします)

以下の書類をクモラの丘霊園事務局 に提出 してください。

イ.ク モラの丘霊 園使用 申込書

ロ.住 民票

ハ.ク モラの丘霊 園永代使用契約書2通

二.銀 行 自動振替手続 き書類

昭和60年4月1日 よ り昭和61年12月31日 まで

申し込み書類受領確認の後,順 番に行ないます。

6.初 回金および管理料の振込先

三和銀行 青山支店

クモラの丘霊園

7.埋 葬費用

8.字 彫 り費用

9.そ のほかの費用

普通 口座219499

北 村 正 隆

埋葬手数料は1体 につ き8,000円 とし,2体 目よりは1体 につ

きそれぞれ2,000円 増 しとな ります。

氏名 と死亡年 月 日17,500円(書 家料2,500円 を含む)

家紋 および○○家17,500円(書 家料2,500円 を含む)

名義変更などで霊園使用承認証 の再発行が必要 となった場合,

1件 にっいて5,000円 が必要 です。
6

なお,埋 葬手数料および字彫 り費用は昭和61年3月31日 以降,値 上 げされる予定です。

添 付 書 類

1.ク モラの丘霊園使用申込書

2.ク モラの丘霊園永代使用契約書

3.墓 所地図

通

通

通

-

り乙

-

4.ク モ ラの丘霊 園使用規則1通

5,銀 行 自動振替手続き書類1通

難

埼 玉県毛 呂山町「武蔵野霊園」内にある

τクモラの丘霊園」。4月L日 から第2

讐 力墜『歴∵.⊥ 魂

:編;

〒106東 京都港区南麻布5-10-30

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会内

クモラの丘霊園事務局

継 鶉 豊4離5畿)
繭

・撫≠
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「次はあなたの番ですコ

JMTC講 師 池内 英二

「同 僚」とは,宣 教師にとってその言
葉以上に大切な意味を持つ存在で

す。

JMTC(日 本 人宣教師訓練センター)

で,「愛」についてのレッスンをしていると

きのことでした。

「あなたの同僚に愛を伝 えてください
。

ただし,何 も話 さないで目を見るだけで

……」と言ったときです
。同僚 と向かいあ

っていたひとりの宣教師が,目 に涙を一杯

浮かべて泣き始めたのです。その宣教師は,

「私は今とても同僚に感謝しています
。そ

れを言葉で言い表わすことはできません。

いつも私を助けてくれました。そんな同僚

にどのように私の愛を伝えたらいいのか,

ずっと考えていました。今朝もそのことに

ついて祈っていました。だから同僚の目を

見て心の中で 『愛 しています!』 と言った

とたん,涙 がせきを切ったようにとめどな

く流れてきたのです」と話してくれました。

これはJMTCで 教 えていたときに経験

した数ある霊的な経験のうちのひとつです。

そのすばらしい証にそれ以上の言葉はいり

ませんでした。

モルモン経の中の偉大な宣教師アンモン

とその一行は,レ ーマン人の中に伝道に行

くに先立って,「互いに別れる前それぞれの

職に応じてこれを皆祝福し,そ の上神の御

言葉を教えてかれらを勇気づけはげまし,

ついにかれらと別れを告げ」て各々が伝道

地へ行ったと記してあります。(アルマ17:

18)現 在 もJMTCで 同 じことが行なわれて

います。み言葉を教え,勇 気づけ合い,そ

して励まし合うのです。そこには宣教師の

信仰や犠牲を通してもたらされるみたまの

強い力があり,ひ とつでも多く伝道に役立

つことを吸収しようとする気持ちがひしひ

しと伝わってきます。まさに彼らの熱意に

ゆる

支えられて教える者の舌も緩まり,「教ゆる

者も受 くる者も互いに柑1吾り,両 者共に徳
よろこ

に導かれて共に悦ぶなり」(教義 と聖約50:

22)と 言われる通りのことが起 こるのです。

1981年5月 にこの仕事 に召 されてもう

すぐ4年 になります。専任宣教師の任を解

かれて3カ 月後のことでした。

この間,多 くの日本人宣教師がJMTCか

ら旅立っていきました。私自身もJMTCの

初期の卒業生なのです。当時はまだJMTC

の組織はありませんでしたが,1978年12月

に3名 の宣教師が訓練を受けたのを先駆け

として翌年1月 に13名 の新 しい宣教師が

菊地長老をはじめ指導者の方々から3日 間

で6つ のセミナーを受けました。今でも目

を真っ赤 にして証したあの経験ば忘れられ

ません。

伝道中も壁にぶつかるたびに,JMTCで

学 んだノー トを,い く度となく読み返して

は問題解決:の糸口としてきました。

たとえば,あ るときには 「涙を流して教

えてくれる人を見て,何 も感 じない人がい

購
灘

灘

欝

懸

囁 ち

謡

、

1麟

簸 慧灘1…雁

黙

・零 囁

町蕪

翫{耕

るだろうか。それは同情ではなく教 える人

から放たれる何かが伝わってくるのであ

る」 という話から,み たまによって教える

ことの大切さに気づいたこともあります。

また 「どんなに落胆していても 『もう1

軒だけ行きましょう』と言いなさい。その

信仰によって祝福を受けるでしょう」とい

う言葉から,最 後 まであきらめずに行なう

大切さを学びました。

このように,今 も多くの宣教師たちが

JMTCで 学 んだことを日々の生活の中に

生かしているのです。

この6年 間で約950名 の 日本人宣教師が

日本の各地に巣立っていきました。そして

今年の夏には1,000名 を越えます。

主はこうおっしゃっています。「汝の心を

励 まして喜べ,そ は汝が伝道する時来 りた

ればなり」と。(教義と聖約31:3)

そう,次 はあなたの番です。JMTCで 近

いうちにお会いしましょう。(い けうち・え

いし1954年 生 まれ,東 京東ステーキ部七

十人定貝会会長)

.鰍欝難 灘
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響

に
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第
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期
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撫軌憾ルの議⊇いた高級車は
ミ"醜 め鷺醗

読ませていただき,少 しは人の役に立てた

ことを知ってうれしく思いました。それに

ついて天のお父様に報告したときは,本 当

に平安な気持ちで,ま た喜びで胸が一杯に

なりました。

福音は真実です。人の霊 を清め,真 理に

騨 灘欝馨… 懸 難轡 義 響讐

窒

a

日
刀 和5笄3月 の川崎ワー ド部は,こ れ

口 までで最も転出,転 入する兄弟姉妹

が多く,雰 囲気が一変したかのようでした。

そのうちに若い兄弟姉妹から 「何かやりた

い」という言葉がよく出るようになりまし

た。その状態は,私 の目にはまるでキラキ

ラと輝く高級スポーツカーのようでしたが,

よく見るとハンドルがついていません。一

体何に,ど のようにその持て余した力を発

揮すればよいのか,と 私ものめり込むよう

に考え始めていました。

そしてミュージカルをやりたいという意

見が出てくるや否や,次 々と話が進んでい

きました。幸運にも,青 山のジャズダンス

教室の先生の指導が無料で得られることに

なり,音 楽はピアノの先生をしている菅姉

妹が担当し,脚 本は私が書 くことになりま

した。

私は日本の家庭問題を福音的立場から解

決していくことを題材にしようと決心しま

・した。しかしこの種の題材は必ずむずかし

い見方をされると思いましたので,私 は主

のみこころを脚本にすることができるよう,

その晩,真 剣に祈 りました。朝4時 頃目覚

めると,主 は頭の中に脚本の流れをはっき

りと手にとるように教えてくださいました。

私は,「必ずできる」という確信を得て,一

気に4幕 までの脚本を書きあげました。

日曜日に教会に持っていき,皆 に読んで

もらいますと,参 加者がすぐに20名 ほど集

目覚めさせるのは天のお父様の力と愛です。

「わたしたちの信仰こそ
,世 に勝たしめた勝

利の力である。世 に勝つ者はだれか。イエス

を神の子と信じる者ではないか。」(1ヨ ハ

ネ5:4,5)(ち かの・けいこ 横浜ステ

ーキ部若い女性会長)

ll㌶ 毒1義矯,灘 騨1醐1網

d自 」 い1㌧ 雛1

7繍 纏朝

臨 轟 轟灘

至

ー

まりました。練習が開始され,演 出は上智

大学演劇部の西巻さんが援助してくださる

ことになり,発 声からすべて,細 かい指導

をしてくださいました。スター トが遅かっ

たので会場も容易には見つかりませんでし

たが,12月25日 のクリスマスの日に川崎市

立労働会館 というすばらしい施設を使える

ことになりました。しかしこの舞台では,

今 のままではとても声の届かないことがわ

かり,キ ャストは懸命に発声の練習を重ね

ました。スタッフも動き始めました。演劇

経験者ゼロの,ミ ュージカルという名の高

級車はこうしてスター トしたのでした。

苦労に苦労を重ねたうえでの1回 目のラ

ンスルー(通 しげいこ)のできばえは,ひ ど

いものでした。とても人様に見せられる状

態ではありません。練習時間がまともに取
しろうと

れないうえにまった くの素人がやってい

るのでは無理もありませんが,ノ」・学校の学

芸会の劇の方がましと思えるくらい下手で

した。「そんなものやめろ!」 というサタン

の声が聞こえそうな中で,キ ャストにやる

気があるかどうか尋ねると,次 々に 「クリ

スマスにはどうしても私たちのミュージカ

ルを見ていただきたいんです。頑張ります

から,ど うぞやらせてください」と,目 に

涙を浮かべて頭をたれたのです。最悪の状

態の中で最善の努力をすることを兄弟姉妹

は身をもって学びました。

ミュージカルの目的は,第1に それに参

10

加する兄弟姉妹の成長のため,第2に 一致

です。伝道のためとかいう大それた思いは

ひとかけらもなく,自 分の弱点について悩

み,苦 しみ,少 しでも自分を主に近づける

努力,そ して何よりも兄弟愛を実践するこ

とが目的ですから,そ れ以前に社会人とし

ての常識がしっかりとできていなければな

りません。私はそのことを何度もキャスト

に申しあげました。 ミュージカルに携わ

る人々が少 しで も成長できたら,私 にと

ってミュージカルは成功です。た とえ観

客がたったひとりだったとしても兄弟姉妹

の成長の喜びに比べたら観客の人数などま

ったく問題ではないという点で私も監督会

も思いは同じであり,あ とは突き進むだけ

でした。みんなもこのことに気づき始め,

精神的に独立 し,霊 的にも人格的にもその

成長は目を見はるものがありました。

衣装は洗練されたもの,最:高 のものをと,

2カ 月をかけて扶助協会の姉妹たちの全面

的協力を得て,製 作に取り組みました。製

作のために子供たちの寝たあと夜なべをし

た日も少なくありませんでした。

音楽もすべてオリジナル。5人 の兄弟姉

妹がすばらしい曲を用意してくださいまし

た。録音転 著名な音楽家の ミュージック

ルームをお借 りして,彼 らの友人のミキサ

ー牛山さん
,古 賀兄弟(元 キングレコード

のミキサー担当),さ らに会員の中からドラ

ム,べ 一ス,バ イオリンの演奏者も見つか

り,シ ンセサイザー,ピ アノも加えて,録

音には丸1日 かけました。

末 日聖徒にだって,否,末 日聖徒だから

こそ本物ができると,私 は自分に言し∫聞か

せて脚本にも手を加え,音 響,衣 装,も ち

ろんせ りふにも,少 しも妥協のない努力を

するように,兄 弟姉妹を励ましました。ス

タッ7も 勉強に勉強を重ね,プ ロの演劇を.

見 に何度も何度 も足を運び,技 術を習得し

ていきました。大道具製作にはワー ド部の

大半の兄弟が携わってくださり,練 習のじ

ゃまにならないように教会の屋上で冷たい

風に耐えて作 ってくださった,あ のときの

兄弟たちの働 きに,だ れも頭が上がりませ

んでした。また,夜 遅くまで照明,舞 台装

置の打ち合わせ,渉 外の連絡 に一生懸命働

いてくださいました。

汗と涙,疲 労,病 気に明け暮れた毎 日,

祈 りと愛の実践,本 当に信仰の試されるこ

とばかりでした。また,キ ャストやスタッ

フとしてこの劇 に参加 してくださった3人

の求道者の方々も,懸 命に協丸してくださ
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を神様のしもべとしての力にしていきたい

と思います。

この責任を通 して,ま た指導者の言葉を

通 してすばらしい経験と証をくださった神

様に感謝しています。またケント・ギルバ

ー ト兄弟から成人式を迎えた若人に
,は な

むけの言葉をいただき,そ の録音を当日の

成人式で流しました。今 回の成人式に臨

み,い ろいろと助けてくださったギルバー

ト兄弟に感謝 しています。(と くざわ・せい

じ1964年 生 まれ,3月 に名古屋伝道音陣

任宣教師に召された)

鞭

●職業と信仰シリーズ⑳

囁選

貧しき国で見た精神的
蹴難

豊 か さ 二福音がすべての
購潮 問題解決の鍵一
撫

19
73年,米 国派遣農業実習生として

私はカリフォルニアで約1年 間生

活しました。私がお世話になったのは,2,800

ヘクタールの水田を所有 し,飛 行機などを

駆使する日系米作農家でした。

その年のクリスマス休暇にユタ州オグデ

ンの末B聖 徒の家に遊びに行きました。渡

米する1カ 月ほど前に新潟で知り合った宣

教師が帰国 して,招 待 してくれたのでした。

当時,私 は19歳 人生に悩み,ど のよう

に生きたらよいのか模索している人間嫌い

のときでした。招いてくれたフラム長老と

共にクリスマスにいろいろな教会員の家を

訪問し,教 会の行事にも何回か出席 しまし

た。そこで理想的社会,理 想的人間性豊か

な生き方を見ました。そのころの私は宗教

に対して一種の偏見を持っていて,自 分に

頼れない人間が勝手に何か強い存在を作 り

あげてすがりついていると思っていました。

しかし,こ の経験から何か大きな力が働い

ていると感 じ,宗 教に強い関心を持ち始め

ました。オグデンの教会員の模範が常に心

の中にあり,ま たクリスマスプレゼントに

いただいた日本語のモルモン経をもとに,

ようやく2年 後,神 様の実在と教会の真実

さを感じ,バ プテスマを受けました。

その後 青年海外協力隊の稲作隊員とし

て発展途上国で働く機会に恵まれ,ア フリ

カのガーナに行 くことになりました。当時

はまだ信仰も強くなく,身 近に教会のない

国へ行くのは不安でした。出発の少し前,

ガーナ政府の都合で,フ ィリピンのルソン

新潟地方部新潟支部

大矢 重幸

島北部に変更になりました。調べたところ,

教 会まで5時 間バスに乗らなければ行けな

い所でした。

ところが出国直前,ル ソン島南部に変更

になり,幸 いにも教会まで7キ ロと近くな

りました。農業隊員として教会の近 くで働

けることは,ま さに奇跡でした。

地平線のかなたまで自分の土地という雄

大で企業的なアメリカ農業と逆 に,今 度は

自然にすべてを託す,ま さに百姓そのもの

でした。水牛と人が大自然相手に働いてい

ました。ガス,水 道 電気はなく,竹 やヤ

シの木などの葉でできた家で生活していま

した。年中暑く,と てものどかな所でした。

日の出とともに起き,日 の入りとともに寝

る生活でした。田植えのときなどは10歳 以

下の幼い子供からおばあさんまで大勢で泥

にまみれて働きます。ごはんに塩をかけた

り,干 し魚1ぴ きを手で食べるというよう

なとても貧しい生活でしたが,歌 やダンス,

祭 りを愛 し,と ても明るく,精 神的な豊か

さのすばらしさを学びました。物や金にこ

だわり過ぎる日本などの物質優先の先進国

は,精 神的な面では後進国と言ってもよい

のではないかと思いました。

フィリピンの教会貝の信仰の強さも,す

ばらしい模範でした。ガメル兄弟は50歳 く

らいで7人 の子供があり,魚 の行商の売 り

あげでその日の食物などを買う,そ の日暮

らしの生活でした。教会に入れば,日 曜日

は働きません。それでも彼は教会に入 り,

安 息日の子供たちの食物を確保するために,

12

土,日 は水牛のえさになる木の葉などを食

べてまで,教 会で長老定貝会の会長などの

責任を果たして,活 発に働 きました。教会

までの交通費がないために幼い子供をたく

さんかかえて,数 キロも歩く人もいます。

彼の3人 の息子はすでに伝道を終えました。

伝道に出た:方が生活 レベルが高 くなる場合

もありますが,若 い兄弟姉妹は競って伝道

に出ています。

毎週60名 くらいが集 うこのナガ支部で,

副支部長や教師などの責任をいただき,と

ても良い経験になりました。今では茜、たっ

の支部に分かれ100名 以上の会貝が集っ

ています。

フィリピンやインドなどで自立できない

人々を大勢目にしてきました。田植えなど

の日雇い農業労働者,孤 児 スラム街の人

人,病 気やけがをしても手当てのしようがな

い人,飢 えや栄養失調で髪が赤茶色にちぢ

れ,腹 だけ大きい,や せた子供たち……。

日本で農業をしていても,い つも私の心か

らは彼らの姿が離れません。飽食の時代と

言われる日本の責任 も大きいと思います。

私にできることを何かしなければと思いま

す。ヤコブの手紙4輩17節 に 「人が,な す

べき善を知 りながら行わなければ,そ れは

彼にとって罪である」と書いてあります。

5年 程前,イ ンドシナ難民援助のボラン

ティアとして働 く機 会に恵まれましたが,

出発前,妻 がお産が原因で入院したのでと

今 年は 「国際 青年年」にも当た ってい

るため大矢兄弟の活躍が大き く報 じられ

た。 「読売新 聞」'85.1.1付
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〈インタビュー:名 古屋ステーキ部〉
闘き手 石川 賢一(名 古屋ステーキ部第二副 ステーキ部長)

土厨 勝ステrキ 部長で47歳♪に爾ぐ

意渉と多力によっで人務形成

●木曽川でバブテスマ

土田ステーキ部長は幼 くしてお父さ

んを亡くされたそうですが,つ らい思いを

されたことはありません'でしたか?

「今から思えば懐かしい思い出で
,自分の

訓練になったかと思いますが,中 学,高 校

と,ず っとアルバイ トの連続でした。人並

みにお菓子が買えなかったのも,私 にはつ

らいことでしたね。 しかしそれよりも,も

っとつらかったのは,ク ラブ活動がまった

くできなかったことです。その頃から身長

も高かったので,先 生や友達からバスケッ

ト部への誘いがありました。しかし夕方の

新聞配達,区 役所のチラシ配り,そ のあと

は母の内職の手伝いなど,夜 の10時 くらい

まで毎 日働 いていました。それから学校の

勉強をして,床 に就 くのは毎晩12時 で し

た。」

一 改宗されたのは何年前ですか?

「25年前 の1960年3月13Bで す
。当時す

でに教会員だった今の妻が同じ職場に入っ

てきましてね。ほかの女性とは少し違う雰

囲気を持っていて,大 変関心を持 ったわけ

です。一緒に食事をしたときに彼女にお茶

を飲まないのはどうしてかと聞いたのが,

この教会のことを知ったきっかけでした。

人生の目的について,そ れまでにも考えて

おりましたので,宣 教師のレッスンは素直

に聞けましたね。約2カ 月後にバプテスマ

を受けました。当時はバプテスマフォント

がありませんでしたので,当 時の名古屋支

部から30キ ロ離れた木曽川で受:けました。

それから1年 後の1961年10月,長 老職に召

されるのを待って結婚しました。」

一 現在お仕事は何をしていらっしゃい

ますか?

「教会教育部のコーディネーターで
,セ

ミナリー,イ ンスティテユー トを担当して

います。北臨 三重,名 古屋地区の範囲で

活動しています。」

一 教会の職員ですと
,教 会の責任と仕

事との兼ね合いで悩むことはないんじゃな

いかと考えられる方が多いと思いますが,

実際はどうで しょうか。

「そうですね
,確 かに知恵の言葉や安息

日の問題はないと思います。 しかし以前の

仕事ですと,会 社から帰ったあとの自分の

時間に,家 族 との交流,ス テーキ部長の責

任についてよく考えることができましたの

で,時 間的にはとても余裕がありました。

ところが今はステーキ部長の責任と教会の

教育部の責任 とで,年 中,い つでも働いて

いるような状態です。しかしセミナリー,

インスティテユートを通 して,教 会の将来

を担う純粋な若人たちと接するとき,ま た

彼らの成長を見るにつけ,忙 しさも大きな

喜びに変わっています。」

教会教育部に勤める前はどちらにお

勤めでしたか?

「三菱重工業の小牧工揚です
。そこでヘ

リコプター,ジ ェット戦闘機の製作 と修理

状況の記録分析の仕事をしていました。」

その頃は,い ろいろな問題があった

と思いますが?

「そうですね。やはり,宴 会の席なんか

ではお酒の問題がありました。上司に,ど

うしても飲めと言われるわけです。『これは

自分で決めたことだし,ぜ ひ貫きたい,し

かし,も しあなたがお飲みになりたいとお
つ

っしゃるんでしたら,私 は喜んでお注ぎし

ますよ』と,そ んなふうにして切り抜けて

きましたね。(笑)と にかく宴会では,お 酒

は飲まなくても,皆 さんと一緒に楽 しく過

ごすことでしょうね。」

●睡眠5時 間,ボディービルで鍛練

咽 は2塒 問しかないわけですが,

時間をひねリ出す秘訣は何かありますか?

「私の場合は
,睡 眠時間を5時 間と決め

て,そ のほかの時間を全部仕事 と教会の責

任のために使えるようにしています。」

ここ何年も睡眠5時 間でやっていら

っしゃるんですか?

「28歳くらいからできるようになりまし

た。昔は非常に体が弱かったんですが,ボ

ディービルで鍛えたおかげでしょうね。」

ポデ'イービルを始められた経過につ

いてもう少し詳 しく話 していただけません

か。

「教会は非常にハー ドですね
。私は体が

非常 に弱くて,夏 と冬にだいたい1年 の休

暇分をほとんど寝込んでいました。こんな

ことでは神様の仕事が果たせないと思い,

あるとき新聞にボディービルの広告を見つ

けて,早 速資料を取り寄せたんです。ちょ

うど27歳 くらいのときでしたね。そのとき

から狭い4畳 半の部屋をボディービルの道

場にして,バ ーベルを買い込み,毎 朝会社

に出勤する前に,5時 から1時 間半 くらい

トレーニングをするようになりました。べ
む

ンチがありませんでしたので家内の鏡台の

スツールをベンチ代わりにして,つ いにそ

れを壊してしまいました。(笑)そ のときに

は朝飯5杯 は軽かったですね。(笑)3年 半

くらいはボディービルを毎日続けました。

それ以降は30分 ほどですが,今 でもずっと

続けています。そのおかげで非常に体力が

つきました。そのせいか睡眠時間も非常に

少なくて済むようになって,人 よりも余分

に1日 の時間を使うことができるようにな

りました。」
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左か ら準子姉妹,啓 介君(高 校2年),土

田 ステーキ部長,顕 正君(中 学2年),愛

砂 さん(短 大2年),善 樹君(4月 に札幌伝

道部専任宣教 師に召 さ'れた〉
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一 肉体的な目標は
9

編 集 室 か ら
多くを言わないで。」

「特に今年はさらに体力強化をねらって, 子 供さ'んに,『私 のようになりなさ

時聞をたくさん取 ってやろうと思っていま い』と言えるのはすばらしいことですね。 〈あなたの証 をお寄せ ください〉

す。以前は30分 くらいでしたが,そ れより ずっと神権役員をしていらっしやって,安
●掲載される原稿のうち,自 主投稿による

も多く取 って,1蒔 間くらいはボディービ 息日も週日の夜も子供さんと接する時間が ものは毎回2,3割 にすぎません,そ れ以外

ルに費やしています。」 少ないというのは,ど の神権指導者の方に は依頼原稿によるものです。毎号全国の何人

一 ママさんバレーに参加 していらっし も言える悩みだと思いますが,そ の問題は
.・

かの監督さん,支 部長さ'んに,そ れぞれの

やるそうですが,ど うやって潜り込んだん どのように克服されましたか? ユニットから原稿を寄せていただくようお

ですか? 「長く時間が取れれば一番いいんですが, 願 い して い ます 。
い だか

「去年の夏
,息 子が通っている猪高中学 短時間ですので,密 度の濃いスキンシップ ●たとえ小さなものであっても,あ なたが

のPTAが 名古屋市PTAバ レー大会 に出 を,と 心がけています。時々私は子供たち 真心からの祈りと信仰によって得られた体

場するので,ぜ ひ出てほしいとの要請を受 とすもうをとったりします。特に家庭の夕 験や証ばとても貴い,す ばらしいものです。

けたのです。妻がその中学のPTAの 副会長 べはいい機会です。教会員にとって家庭の それらはきっと同じような悩みを持つ方々

をしていますし,学 校教育と教会教育のタ

イアップの必要性を強く感 じていた時期で

もあったので仲間に入ったわけで,月 に2

度 くらい練習しています。去年1回 戦で惨

敗しましたので,今 年はその雪辱戦をとい

うわけです。おかげでこの地域で活躍して

夕べというのは非常に大切だと思っていま

す。」

密度を濃くするには,ど ういうふう

にするといいんでしょう。

「子供たちの話題に私が入っていくこと

ですね。子供たちには,お 父さんは若い人

の問題解決の一助となリ,勇 気 と希望を与
つた

えるに違いありません。表現は多少拙なく
しん し

とも,そ の体験が真摯なものであれば,多

くの人々の心の琴線に触れるものとなるで

しょう。すばらしい証を耳にしたとき,「投

稿 してみたら」とぜひひと言,そ の方に言

葉をかけてみてください。皆様からの積極
いるスポーツ関係の指導者 と友達になれま たちの事柄についてもっと知ったほうがい

的投稿をお待ちしています。
し た 。」 いと言うので,『お父さん,今 こういうのが

は や ●名古屋ステーキ部長会による土田ステー
一一一情緒的な目標はどうで しょうか。 流行っているんだよ』と,子 供たちから今 キ部長のインタビュー記事は編集部で企画
「箴言にあるように,い つも穏やかな, の青少年の話題についてよく教えてもらっ してお願いしたものです。皆様からの証だ

軟らかい応対を入にできるようにしなくて た り,歌 を教 えて も らっ た り しま す。」 けでなく,隠 れた人柄,霊 性といったもの

はと思っています。

● 「私 を 見 て い な さ い 」

一 お子さんを育てるうえで,モ ットー

〔インタ ビュー後記〕

土田部長に関して,以 前奥様の準子姉妹

がお話しされていた証を思い出しました。

結婚されるどき,そ の頃のある指導者か

をかいま見ることのてきる教会指導者への

インタビュー記事を今後増やしていく予定

です。.

●心 に残った記事の感想文(「読老のひろ

ば」一で紹介します),各 地の話題や行事,、

としてこられたようなことはありませんか? ら,「土田兄弟はだめだよ,あ の人とあなた 証,カ ッ トな どを お送 リ くだ さ い 。6月 号
「特別にはありませんが

,自 分のことは は合わないよ」と反対されたそうです。し 掲載分の締切は4月8日,7月 号 は5月2

自分でできるようにと,い つも言っていま かし,職 場での彼のまじめな勤務 上司や 日1必 着)で す。投稿には必ず連絡先(電

す。上3人 は最長9キ ロの学校まで自転車 同僚からの信頼,誠 実で正直な人柄は,最 話番号)を 記入してください。

通学させました。舗装される前の道路が多 も身近にいた彼女が一番よく知 っていまし ●お願い:皆 様のワー ド部や支部で発行し

かったせいか,よ くパンクしましたが,修 た。その本質を見抜いて結婚したことは, ている新聞,あ るいは機関誌を募集してい

理道具を持って通わせましたので,と きど 間違っていなかったと話されていました。 ます。編集室あてお寄せください。

き友達のパンクも道端で直しているのを見 第1回 のハワイ神殿訪問には,借 金をして ●あて先:〒106東 京都港区南麻布5-10

かけたことがありました。また子供にも家 行かれたそうですが,そ のときに土田姉妹
一30末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 「聖

庭の仕事を割り当てるということ。男の子 は,土 田部長がエンダウメントを受けて涙 徒 の道 」 編 集 室 費03-440-2351(代)

も女の子も,食 器を洗うことを毎 日,順 番

にやっています。」

を流して喜んでおられるのを見て,「みたま

を分かち合える人」と結婚できて本当によ
囲2,3月 号 ローカルページの8ペ
ージにあるカットを描いてくださった渡辺

一 子供さんには
,今 後どういうろ・うに かったと思われたそうです。 哲男兄弟の所属は 「高崎ステーキ部小山支

なってもらいたいですか? 私の知 っている土田部長は,中 部地方部 部」のまちがいでした。おわびして訂正 し

「人のために喜んで自分の時間を犠牲に の初代の地方部長であり,名 古屋ステーキ ます 。 つ

して働けるように,と いうことですね。い

つでも,き ょうも人のために奉仕すること

部の初代のステーキ部長であり,い っでも

人々の先頭に立つ指導者です。そんな彼が,
むる
(

ができるようにという祈 りを必ず毎 日入れ

るようにしています。まず,最 も身近な家

かつてはひ弱ですぐ寝込んでしまったなど

とは信じられませんでした。でも,持 ち前 金
族のためにそれができたら,あ とは簡単で

す。私自身が模範にならなければいけませ

の強い意志と努力で 「肉体を再新」したく

だりをお聞きして感心しました。彼の指導

A

9

んからね。子供たちが小さい頃はよく 『私 性と霊性もまた,同 じように努力してイ申ば
・1

を見ていなさい,私 のやっていることを見 してこられたのでしょう。人を偉大にする

ていなさい』と言っていましたね。あまり ものはこの意.志と努力なのですね。 ● 妬

16
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